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令和２年第１回中頓別町議会定例会会議録

〇議事日程（第１号）

令和２年３月３日（火曜日） 午前１０時００分開会

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 議会運営委員会報告

第 ３ 会期の決定

第 ４ 諸般の報告

第 ５ 行政報告

第 ６ 同意第 １号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることにつ

いて

第 ７ 議案第１２号 平成３１年度中頓別町一般会計補正予算

第 ８ 議案第１３号 平成３１年度中頓別町自動車学校事業特別会計補正予算

第 ９ 議案第１４号 平成３１年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算

第１０ 議案第１５号 平成３１年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算

第１１ 議案第１６号 平成３１年度中頓別町水道事業特別会計補正予算

第１２ 議案第１７号 平成３１年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算

第１３ 議案第１８号 平成３１年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算

第１４ 議案第１９号 平成３１年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

第１５ 議案第 ２号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

第１６ 議案第 ３号 中頓別町交通指導員設置条例を廃止する条例の制定について

第１７ 議案第 ４号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

第１８ 議案第 ５号 中頓別町放課後等デイサービス事業所設置条例の一部を改正する

条例の制定について

第１９ 議案第 ６号 中頓別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例の制定について

第２０ 議案第 ７号 中頓別町国民健康保険病院条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

第２１ 議案第 ８号 指定管理者の指定について（中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園）

第２２ 議案第 ９号 指定管理者の指定について（中頓別町社会教育施設等）

第２３ 議案第１０号 中頓別町道路線の廃止について

第２４ 議案第１１号 中頓別町道路線の認定について
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〇出席議員（８名）

１番 髙 橋 憲 一 君 ２番 長谷川 克 弘 君

３番 西 浦 岩 雄 君 ４番 宮 崎 泰 宗 君

５番 東海林 繁 幸 君 ６番 星 川 三喜男 君

７番 細 谷 久 雄 君 ８番 村 山 義 明 君

〇欠席議員（０名）

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 小 林 生 吉 君

副 町 長 遠 藤 義 一 君

教 育 長 田 邊 彰 宏 君

総 務 課 長 小 林 嘉 仁 君

総 務 課 参 事 野 露 みゆき 君

総 務 課 参 事 笹 原 等 君

総 務 課 参 事 野 田 繁 実 君

総 務 課 主 幹 市 本 功 一 君

総 務 課 主 幹 石 川 章 人 君

産 業 課 長 平 中 敏 志 君

産 業 課 参 事 永 田 剛 君

産 業 課 参 事 渡 邉 誠 人 君

産 業 課 主 幹 西 川 明 文 君

産 業 課 主 幹 北 村 哲 也 君

建 設 課 長 土 屋 順 一 君

建 設 課 主 幹 千 葉 靖 宏 君

保 健 福 祉 課 長 吉 田 智 一 君

保健福祉課参事 黒 瀧 仁 司 君

保健福祉課主幹 相 馬 正 志 君

教 育 次 長 工 藤 正 勝 君

教育委員会主幹 小 林 美 幸 君

国保病院事務長 長 尾 享 君

国保病院事務次長 西 村 智 広 君

会 計 管 理 者 藤 田 徹 君

認定こども園園長 相 座 豊 君

自 動 車 学 校 長 山 田 和 志 君
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〇職務のため出席した事務局職員

議 会 事 務 局 長 今 野 真 二 君

議会事務局書記 田 辺 めぐみ 君
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◎開会の宣告

〇議長（村山義明君） ただいまから令和２年第１回中頓別町議会定例会を開会します。

（午前１０時００分）

◎開議の宣告

〇議長（村山義明君） 定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程については、お手元に配付した議事日程第１号のとおりです。

◎会議録署名議員の指名

〇議長（村山義明君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員につきましては、会議規則第１２５条の規定により、１番、髙橋さん、

２番、長谷川さんを指名します。

◎議会運営委員会報告

〇議長（村山義明君） 日程第２、議会運営委員会報告を行います。

議会運営委員会委員長の報告を求めます。

長谷川さん。

〇議会運営委員長（長谷川克弘君） おはようございます。議会運営委員会委員長報告を

行います。

令和２年第１回中頓別町議会定例会の運営に関し、２月１８日、２月２１日及び３月２

日に議会運営委員会を開催したので、その内容を報告いたします。

１、会期について、本定例会の会期は、新型コロナウイルスの緊急時に対応できるよう

に本日３月３日から３月１９日までの１７日間とする。会議に付された事件が全て終了し

た場合は、会議規則第７条の規定により、会期を残し、閉会する。

２、一般質問について、通告期限内に通告したのは６議員である。一部重複する可能性

があるので、後から質問する議員は答弁の重複が生じないよう注意願いたい。

３、提案された議案の取扱いについて、議案第２０号から議案第２７号の令和２年度中

頓別町各会計予算は、議長発議により全議員で構成する予算審査特別委員会を設置し、３

月１０日の本会議終了から審査する。

４、閉会中の陳情、請願等の取扱いについて、厚労省発表「病院再編統合」に関する意

見書（案）は、西浦議員から発議される。「民族共生の未来を切り開く」決議（案）は、

細谷議員から発議される。

５、テレビ中継について、新型コロナウイルス感染防止のため行わない。

以上で議会運営委員会委員長報告を終わります。

◎会期の決定
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〇議長（村山義明君） 日程第３、会期の決定の件を議題とします。

お諮りします。本定例会の会期は、議会運営委員会報告のとおり、本日３月３日から３

月１９日までの１７日間としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、本定例会の会期は本日３月３日から３月１９日までの１７日間とすることに決

しました。

◎諸般の報告

〇議長（村山義明君） 日程第４、諸般の報告を行います。

議長一般報告及び１月２０日、稚内市で開催された宗谷町村議会議長会定期総会報告、

監査委員の例月出納検査報告、町長からの第７期中頓別町総合計画後期実施計画の第１１

回変更につきましては、お手元に印刷配付のとおりですので、御覧の上、ご了承願います。

南宗谷衛生施設組合議会報告は、組合議員からいたさせます。

髙橋さん。

〇１番（髙橋憲一君） 中頓別町議会議長、村山義明様。

南宗谷衛生施設組合議員、宮崎泰宗、同じく髙橋憲一。

南宗谷衛生施設組合議会報告。

このたび、南宗谷衛生施設組合議会が招集されたので、その結果を次のとおり報告いた

します。

記、１、会議名、令和２年第１回南宗谷衛生施設組合議会臨時会。

２、日時、令和２年１月２８日（会期１日）午後２時００分開議。

３、場所、南宗谷汚泥再生処理施設会議室（浜頓別町）。

４、出席議員、宮崎議員、髙橋議員。

５、会議結果、議事日程のとおり進行し、議案第１号 南宗谷衛生施設組合会計年度任

用職員の給与及び費用弁償に関する条例（案）は、会計年度任用職員に対する給与及び費

用弁償の種類、支給額並びに支給方法について浜頓別町会計年度任用職員の給与及び費用

弁償に関する条例を準用するもので、令和２年４月１日から施行することとし、原案どお

り可決された。

以上です。

〇議長（村山義明君） 所管事務調査報告は、いきいきふるさと常任委員会委員長からい

たさせます。

宮崎議員。

〇いきいきふるさと常任委員長（宮崎泰宗君） それでは、私のほうからいきいきふるさ

と常任委員会の所管事務調査報告をさせていただきます。

令和２年３月３日、中頓別町議会議長、村山義明様。
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いきいきふるさと常任委員会委員長、宮崎泰宗。

所管事務調査報告書。

本委員会は、所管事務調査を実施したので、その結果を次のとおり報告します。

記、１、調査事項、（１）、第８期総合計画策定状況について、（２）、企業誘致促進

事業について、（３）、町内工事視察、下水道管理センターと寿スキー場です。

２、調査の方法、資料による説明聴取及び現地視察。

３、調査の期間、令和２年２月１０日。

４、場所、議場と下水道管理センター及び寿スキー場。

５、調査の結果、本委員会は、１２月１０日、令和元年第４回定例会で議決された継続

調査として所管事務のうち緊急を要する事項として調査を行った結果、次のとおり意見の

集約をみた。

６、調査意見、（１）として、総合計画の策定段階において、これまで以上に多くの町

民の意見を反映する必要があり、議会議員についても議決段階で初めて計画の内容に触れ

るのでは遅すぎるため、策定段階から議員個々の立場からも意見を述べられるような機会

を望むものである。

（２）、現行の条例では雇用数が一つの条件となっているが、雇用数だけでは経営状況

を判断できない部分もある。今後において、補助金の返還などとならぬよう制度改正も含

め経営の改善指導や議会への報告等を望むものである。

以上、報告とさせていただきます。

〇議長（村山義明君） これにて諸般の報告は終了しました。

◎行政報告

〇議長（村山義明君） 日程第５、行政報告を行います。

本件につきましては、町長から報告の申し出がありますので、これを許します。

町長。

〇町長（小林生吉君） おはようございます。令和２年の第１回定例会に招集をさせてい

ただきましたところ、全議員のご出席を賜りましたことに対して心からお礼を申し上げた

いと思います。本定例会、新年度に向けた執行方針や新年度予算を審議していただく場と

なります。改めてよろしく申し上げたいと思います。

私から１点、新型コロナウイルス対策感染症中頓別町対策本部の設置についてご報告を

させていただきたいと思います。全国的に感染が広がりつつある新型コロナウイルス感染

症の対策にあたるため、本町におきましても２月２８日に鈴木直道北海道知事が緊急事態

宣言を発表したことを受け、同日午後７時１５分に対策本部を設置しました。町では、１

月末から課長会議で対策を検討し、警戒態勢をとり、町内での感染防止や発生時の対策に

ついて準備を進め、マスクや消毒液等の必要な物品の調達などにあたってきました。国内

及び道内における感染者の状況を見ながら、２月２５日及び２６日に対策本部の準備会議
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として開催をしてきましたが、冒頭のとおり、鈴木知事の宣言を受け、対策本部の設置に

至っています。基本的には国が示した基本方針や道からの指示等に沿うとともに、地域住

民に寄り添った適切な措置を取っていかなければならないと考えています。

準備会議及び対策本部会議では、原則３月末まで町の主催行事の中止や教室等の休止な

どを決め、各施設の運営についても適宜判断を行いながら進めていくことにしています。

なお、教育委員会においては、休校中の小中学生への対応、保健福祉課においても外出を

控えている高齢者のお宅などに電話や訪問をするなどの対応にあたることにしています。

現在のところ、本町だけでなく宗谷管内各市町村ではまだ新型コロナウイルス感染者は

出ていませんが、高い緊張感を持って対策にあたっていきたいと考えています。

雑駁ですけれども、以上報告とさせていただきます。

〇議長（村山義明君） ただいまの行政報告について質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認めます。

これにて行政報告は終了しました。

◎同意第１号

〇議長（村山義明君） 日程第６、同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任につ

き同意を求める件を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

小林町長。

〇町長（小林生吉君） 同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについて。

下記の者を固定資産評価審査委員会の委員に選任したいので、地方税法第４２３条第３

項の規定によって、議会の同意を求める。

氏名、鈴木義博さん。

鈴木義博さんにつきましては、前任者の小野洋一さんの後を受けて、ＪＡ中頓別町青色

申告会にて平成３０年４月より理事を担っておられ、固定資産評価に精通している方であ

ります。選任の期間としては、令和２年５月２９日から令和５年５月２８日までの３年間

となります。よろしくご審議のほどを賜りますようお願いを申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより同意第１号を採決しま

す。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。



- 8 -

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求める件は原案

のとおり可決されました。

◎議案第１２号

〇議長（村山義明君） 日程第７、議案第１２号 平成３１年度中頓別町一般会計補正予

算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第１２号 平成３１年度中頓別町一般会計補正予算につきま

して、笹原総務課参事から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 笹原総務課参事。

〇総務課参事（笹原 等君） おはようございます。よろしくお願いいたします。議案第

１２号 平成３１年度中頓別町一般会計補正予算についてご説明申し上げます。

１ページをお開き願います。平成３１年度中頓別町一般会計補正予算。

平成３１年度中頓別町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条第１項 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ６，８０４万円を減

額し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ４０億７，３６４万９，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

（繰越明許費）

第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用すること

ができる経費は、「第２表繰越明許費」による。

（地方債の補正）

第３条 既定の地方債の変更は、「第３表地方債補正」による。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

６ページをお開き願います。第２表、繰越明許費は、６款農林水産業費、１項農業費、

草地整備型公共牧場整備事業１，５００万円、１０款教育費、２項小学校費、小学校施設

維持管理事業２，１２６万３，０００円及び３項中学校費、中学校施設維持管理事業１，

８５８万６，０００円を翌年度に繰り越して執行するものでございます。繰越しの理由に

つきましては、いずれも国の補正予算成立に伴い事業を追加するものでございまして、年

度内の事業完了が見込めないことから、令和２年度に繰り越して執行するものでございま

す。

第３表、地方債補正でございます。起債の目的、過疎対策事業債では、限度額を変更前
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４億６，４４０万円から変更後４億６２０万円とするもので、起債の方法、利率等に変動

はございません。変更になった事業についてご説明いたします。過疎地域自立促進特別事

業の限度額を変更前６，６８０万円から変更後５，９００万円に、農地耕作条件改善事業

の限度額を変更前３，１００万円から変更後２，９７０万円に、橋梁長寿命化修繕事業の

限度額を変更前２，７３０万円から変更後１，７１０万円に、金庫の沢線交付金事業の限

度額を変更前２，４７０万円から変更後１，４９０万円に、小型動力ポンプ付積載車購入

事業の限度額を変更前２，４３０万円から変更後１，８６０万円に、消火栓移設事業の限

度額を変更前３４０万円から変更後２２０万円に、医療機械器具購入事業の限度額を変更

前２７０万円から変更後２３０万円に、職員等住宅建設事業の限度額を変更前２，４６０

万円から変更後２，２３０万円に、特定環境保全公共下水道整備事業の限度額を変更前１，

８４０万円から変更後１，７５０万円に、寿スキー場ロッジ整備事業の限度額を変更前３，

０５０万円から変更後３，０２０万円に、スマートモデューロ設置事業の限度額を変更前

２，２８０万円から変更後２，２２０万円に、中頓別弥生線交付金事業の限度額を変更前

４，９８０万円から変更後３，９８０万円に、あかね５条通り線整備事業の限度額を変更

前３１０万円から変更後ゼロ円に、圧雪車購入事業の限度額を変更前４，３００万円から

変更後４，１５０万円に、草地整備型公共牧場整備事業の限度額を変更前１，２３０万円

から変更後９２０万円に変更するものでございます。

続きまして、起債の目的、辺地対策事業債では、限度額３，７３０万円から変更後２，

６４０万円とするもので、起債の方法、利率等に変動はございません。内容は、林業専用

道天北線開設事業の限度額を変更前１，２２０万円から変更後１，３６０万円に、秋田原

野線交付金事業の限度額を変更前２，５１０万円から変更後１，２８０万円に変更するも

のでございます。

８ページをお開き願います。続きまして、起債の目的、緊急防災・減災事業債では、限

度額３億５，２８０万円から変更後２億６，９００万円とするもので、起債の方法、利率

等に変動はございません。内容は、防災行政無線整備事業の限度額を変更するものでござ

います。

続きまして、新規の地方債の追加でございます。１点目は、起債の目的、公共事業等債

としまして、草地整備型公共牧場整備事業、限度額３２０万円、起債の方法は証書借入れ、

利率は３％以内、償還の方法は借入先の融資条件または借入先との協定による。ただし、

財政状況等により据置期間及び償還期限を短縮し、または繰上償還もしくは低利に借換え

することができる。

２点目は、起債の目的、学校教育施設等整備事業債としまして、公立学校情報通信ネッ

トワーク環境施設整備事業、限度額１，１９０万円、起債の方法は証書借入れ、利率は３

％以内、償還の方法は借入先の融資条件または借入先との協定による。ただし、財政状況

等により据置期間及び償還期限を短縮し、または繰上償還もしくは低利に借換えすること

ができる。これらを追加するものでございます。
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続きまして、事項別明細書歳出からご説明をいたします。３４ページをお開き願います。

今回の予算につきましては、多くの款、項、目におきまして人件費、物件費あるいは事業

費確定、取りやめに伴い既定予算の精査、不用額の減額、決算見込み等に基づく補正でご

ざいます。そのため、減額補正分につきましては詳細の説明を省略させていただきますの

で、ご了承いただきたいと思います

１款１項１目議会費では、既定額から５６万５，０００円を減額し、４，９４４万４，

０００円とするもので、追加となりました節といたしましては、議会事務事業、１３節委

託料で会議時間数の増による会議録調製委託料１９万８，０００円の追加、１９節負担金

補助及び交付金で２１万３，０００円を追加、宗谷管内町村議会事務局協議会総会負担金

で減額となっておりますが、退職手当組合負担金及び事前納付金で２１万５，０００円の

追加により、合わせまして２１万３，０００円を追加しているものでございます。

２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、既定額から１，８３２万円を減額

し、５億１，３７１万４，０００円とするものでございます。追加となりました節といた

しましては、人事管理事務事業、３節職員手当等で１０万４，０００円の追加計上となっ

ております。

３６ページをお開き願います。３目文書広報費では、既定額から５３万９，０００円を

減額し、３１４万９，０００円とするもので、いずれも実績見込みに基づく不用額の減額

でございます。

４目財産管理費では、既定額から６７１万３，０００円を減額し、２，０１９万８，０

００円とするもので、追加項目としまして町有財産維持管理事業、１１節需用費で町道の

危険立木伐採経費として６万４，０００円を追加、１９節負担金補助及び交付金で宮下開

館屋根塗装費補助金として５万６，０００円を新規計上、役場庁舎維持管理事業、１８節

備品購入費、全体といたしましては６５万６，０００円の減額となっているところでござ

いますが、役場庁舎電話機３万８，０００円、職員用ロッカー２３万円、職員用机１５万

８，０００円を新規計上、その他はいずれも事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額

でございます。

５目企画費では、既定額から２，０２３万９，０００円を減額し、６，５１７万４，０

００円とするもので、追加項目といたしましていきいきふるさと推進事業、８節報償費で

主に結婚祝金の交付実績が当初に想定しておりました７組から現段階で１４組の実績とな

ったことによりまして、全体として不足する額２３万５，０００円を追加するものでござ

います。３９ページ、移住定住促進事業、９節旅費の費用弁償で１，０００円及び１９節

負担金補助及び交付金のふるさと回帰支援センター賛助会員費で２万円、それぞれ不足す

る額を追加しておりますが、各節といたしましてはそれぞれ減額しているところでござい

ます。環境保全活動推進事業、以下４３ページ、北海道１７９市町村応援大使事業まで、

いずれも事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額でございます。

４４ページをお開き願います。７目生活安全推進費では、既定額から１００万円を減額
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し、３７４万円とするもので、実績見込みに基づく不用額の減額でございます。

８目防災対策費では、既定額から８，５６５万１，０００円を減額し、２億７，８５８

万５，０００円とするもので、防災対策事業、１８節備品購入費全体といたしましては１

９０万円の減額となっておりますが、内訳のところで防災備品７２万６，０００円、避難

所用可搬式発電機４５万９，０００円、防災用ベストを１７万７，０００円を追加、その

ほかにつきましては事業費確定による不用額の減額でございます。詳細につきましては、

総務課総務グループ作成の説明資料が事前配付してございますので、ご参照願います。

１０目情報推進費では、既定額に５５万５，０００円を追加し、２，７３７万５，００

０円とするもので、中頓別町電子自治体推進事業、１８節備品購入費で職員端末購入費と

して同額を追加計上するものでございます。

１１目開拓１１０年・町制施行７０周年記念事業費では、既定額から８３万３，０００

円を減額し、７０９万７，０００円とするもので、いずれも事業実績に基づく予算の精査、

不用額の減額でございます。

３項１目戸籍住民基本台帳費では、既定額に３０万７，０００円を追加し、３，６９７

万６，０００円とするもので、住民事務事業、１９節負担金補助及び交付金で同額を追加、

個人番号カード関連事務委託交付金に不足が生じる見込みであるため追加するものでござ

います。

４項選挙費、２目選挙啓発費では、既定額から３，０００円を減額し、５，０００円と

するもので、事業事業実績見込みに基づく不用額の減額でございます。

４６ページでございます。３目在外選挙費では、既定額の２，０００円を皆減するもの

で、在外選挙事業において郵便料の支出見込みがないと判断したところでございます。

４目知事道議会議員選挙費では、既定額から９０万８，０００円を減額し、１２５万８，

０００円とするもの、５目町長町議会議員選挙費では既定額から２２８万６，０００円を

減額し、１２０万４，０００円とするもの、４８ページ、６目参議院議員選挙費では既定

額から６６万２，０００円を減額し、２４８万６，０００円とするもので、いずれも選挙

事業費の確定による不用額の減額でございます。

５項統計調査費、１目統計調査総務費では、既定額から２７万２，０００円を減額し、

５１万円とするもので、国勢調査調査区設定、経済センサス基礎調査、５１ページをお開

きいただきまして農林業センサス本調査、いずれも北海道からの委託金が確定したことに

伴う予算の精査、不用額の減額でございます。

６項１目監査委員費では、既定額から４万１，０００円を減額し、１２２万円とするも

ので、実績見込みに基づく不用額の減額でございます。

３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費では、既定額から６８万５，０００

円を減額し、１，８３４万３，０００円とするもので、実績見込みに基づく不用額の減額

でございます。

５２ページをお開きいただきまして、２目老人福祉費では、既定額から９２８万２，０
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００円を減額し、１億９，９６１万８，０００円とするもので、追加項目は老人福祉事業、

１９節負担金補助及び交付金で、全体としては３７０万円の減額となっておりますが、内

訳のところで社会福祉法人南宗谷福祉会運営補助として派遣看護師の費用負担分３２０万

円を新規計上、そのほかはいずれも事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額でござい

ます。詳細につきましては、保健福祉課作成の説明資料が事前配付してございますので、

ご参照いただければと思います。

３目国民年金費では、既定額に３万円を追加し、６万９，０００円とするもので、国民

年金事務費事業、旅費で同額を計上、事務説明会に参加するための旅費として追加計上す

るものでございます。

４目障害者福祉費では、既定額から１，０１９万６，０００円を減額し、１億７８万１，

０００円とするもので、いずれも事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額でございま

す。

５目災害救助費では、既定額の１，１００万円を皆減するもので、災害救助事業におい

て災害見舞金、災害弔慰金、災害貸付金のいずれも支出見込みがないと判断したところで

ございます。

６目重度心身障害者特別対策費では、既定額から２３７万３，０００円を減額し、５０

２万５，０００円とするもの、５４ページをお開きいただきまして、７目地域福祉対策事

業費では既定額から１８９万３，０００円を減額し、３３４万８，０００円とするもので、

いずれも事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額でございます。

８目介護福祉センター費では、既定額に６９万８，０００円を追加し、５５８万５，０

００円とするもので、介護福祉センター管理事業、１１節需用費で介護福祉センターに係

る燃料費及び調理室の混合栓の修繕費と合わせまして１０万円を追加、１２節役務費では

電話料に不足が見込まれるため５万６，０００円を追加、１８節備品購入費では介護認定

審査会の事務局交代に伴いパソコン購入費として３０万円を、なかとんカフェで使用して

いる部屋のストーブが故障しているため、これを更新する費用２４万２，０００円を新規

計上するものでございます。

１１目プレミアム付商品券事業費では、既定額から１，５００万６，０００円を減額し、

４４４万８，０００円とするもので、事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額でござ

います。

２項児童福祉費、１目子ども医療費では、既定額から９０万８，０００円を減額し、３

８５万４，０００円とするもの、２目児童措置費では既定額から５８万１，０００円を減

額し、１，５４７万８，０００円とするもので、児童手当支給事業で同額を減額、３目ひ

とり親家庭等児童特別対策費では既定額から１９万６，０００円を減額し、５万４，００

０円とするもので、ひとり親家庭等医療給付事業で同額を減額、４目認定こども園費では

既定額から１３０万１，０００円を減額し、２，７６２万６，０００円とするもので、認

定こども園事業で同額を減額、５６ページをお開きいただきまして５目地域子育て支援費
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では既定額から８万５，０００円を減額し、５６万円とするもので、いずれも事業実績に

基づく予算の精査、不用額の減額でございます。

７目こども包括支援費では、既定額から２１万５，０００円を減額し、１，３５９万９，

０００円とするもので、追加項目は子ども・子育て支援事業、１９節負担金補助及び交付

金で里帰り出産に伴い他町の保育施設に子供を入所させるための費用負担金３３万２，０

００円を新規計上、子どもの居場所づくり事業、１３節委託料で委託料に不足が見込まれ

ることから４５万３，０００円を追加計上するものでございます。

４款衛生費、１項保健衛生費、１目予防費では、既定額から４７８万２，０００円を減

額し、１，５５７万４，０００円とするもので、感染症予防事業、保健予防事業、予防接

種事業、いずれも事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額でございます。

５８ページをお開き願います。２目母子衛生費では、既定額から８３万４，０００円を

減額し、２８７万６，０００円とするもので、母子健診事業、不妊治療費助成事業、いず

れも事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額。

３目環境衛生費では、既定額から２３４万２，０００円を減額し、１億１，５１３万９，

０００円とするもので、一般廃棄物処理事業、合併処理浄化槽設置整備事業、いずれも事

業実績に基づく予算の精査、不用額の減額でございます。

５目病院費では、既定額に１億３，８９８万６，０００円を追加し、３億８，６４１万

７，０００円とするもので、国保病院事業会計予算の決算の見通しに合わせ、１９節負担

金補助及び交付金、運営事業補助で１億３，５５５万７，０００円を追加、リハビリテー

ション医療費分で５６７万９，０００円を追加し、建設改良費分、過疎債分、救急医療費

分、共済追加費用負担分を減額、さらに訪問看護事業実施に伴う在宅医療提供強化事業分

として１５０万円を新規計上させていただいたところでございます。

６目診療諸費では、既定額から１，２００万円を減額し、１，３１０万８，０００円と

するもので、歯科診療所委託事業、１３節委託料で同額を減額、７目地域保健対策費では

既定額から６万３，０００円を減額し、４１万６，０００円とするもので、地区組織活動

事業、９節旅費で同額を減額、８目健康増進費では既定額から４８万５，０００円を減額

し、７９０万２，０００円とするもので、がん検診事業、１３節委託料で４０万６，００

０円を減額、６１ページをお開きいただきまして健康診査事業、１３節委託料で７万９，

０００円を減額、いずれも事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額でございます。

５款労働費、１項１目労働諸費では、既定額から３万３，０００円を減額し、３万３，

０００円とするもので、稚内雇用対策協議会関係事業、１９節負担金補助及び交付金で同

額を減額、稚内地方通年雇用促進協議会負担金の減額によるものでございます。

６款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費では、既定額から２８万７，０００

円を減額し、２９９万６，０００円とするもので、事業実績に基づく予算の精査、不用額

の減額でございます。

２目農業振興費では、既定額から８５７万５，０００円を減額し、１億５，０２１万１，
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０００円とするもので、追加項目といたしまして農業振興事業、１９節負担金補助及び交

付金で農地耕作条件改善事業の実施による土地改良事業団への負担金４万８，０００円を

追加、中山間地域等直接支払交付金事業、１９節負担金補助及び交付金で交付対象面積の

増加に伴う中山間地域等直接支払交付金１万９，０００円を追加、農地耕作条件改善事業、

６３ページをお開きいただきまして、１５節工事請負費で事業実績見込みに基づき４３万

円を追加、そのほかにつきましてはいずれも事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額

でございます。

３目畜産業費では、既定額に３１０万４，０００円を追加し、５，９２８万４，０００

円とするもので、追加項目といたしまして畜産振興事業、１９節負担金補助及び交付金で

家畜法定伝染病発生農場における消毒作業経費に対する補助金６万３，０００円を新規計

上、草地整備型公共牧場整備事業、１９節負担金補助及び交付金で事業実績見込みに基づ

き事業参加者負担金３２４万９，０００円を追加、そのほかはいずれも事業実績に基づく

予算の精査、不用額の減額でございます。

４目有害鳥獣対策費では、既定額から１９万７，０００円を減額し、１，７０８万１，

０００円とするもの、５目農業者年金費では既定額から１８万６，０００円を減額し、１

８万５，０００円とするもので、農業者年金委託事務、９節旅費で同額を減額、いずれも

事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額でございます。

２項林業費、１目林業振興費では、既定額から２１５万７，０００円を減額し、２，５

５３万７，０００円とするもので、追加項目といたしまして森林環境保全直接支援事業、

１５節工事請負費、中頓別地区町有林下刈り工事で工事費確定に伴い１２４万３，０００

円を追加、その他６５ページの合板・製材・集成材生産性向上・品目転換促進対策事業ま

で、いずれも事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額でございます。

２目林道費では、既定額から１９１万３，０００円を減額し、６，１５８万４，０００

円とするもので、追加項目といたしまして林業専用道天北線開設事業、１５節工事請負費

で工事費の見込みにより９４０万４，０００円を追加、そのほかはいずれも事業実績に基

づく予算の精算、不用額の減額でございます。

７款商工費、１項商工費、２目観光費では、既定額から７２０万３，０００円を減額し、

１億５，４２３万４，０００円とするもので、追加項目といたしまして中頓別町山村交流

施設管理運営事業、１８節備品購入費でピンネシリオートキャンプ場に設置しております

スマートモデューロ用冷凍冷蔵庫購入費４万７，０００円、コテージの暖房機を交換する

費用２２万８，０００円を計上、その他６７ページをお開きいただきまして、インバウン

ド観光推進事業まで、いずれも事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額でございます。

８款土木費、２項道路橋梁費、１目道路維持費では、既定額に２１９万９，０００円を

追加し、９，２００万７，０００円とするもので、追加項目といたしまして除排雪事業、

１１節需用費で除雪車の故障に伴う修繕料２５０万円を追加、道路照明灯電気料、１１節

需用費で電気料に不足が見込まれるため６万６，０００円を追加、そのほかはいずれも事
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業実績に基づく予算の精査、不用額の減額でございます。

２目橋梁維持費では、既定額から５万円を減額し、１０万円とするもので、橋梁補修費、

７節賃金で同額を減額。

６８ページをお開きいただきまして、３目道路新設改良費では既定額から９，７９７万

７，０００円を減額し、２億１，８２４万９，０００円とするもので、追加項目といたし

まして普通建設事業（単独）、７節賃金で事務補助者賃金に不足が見込まれるため４万１，

０００円を追加、金庫の沢線交付金事業、１５節工事請負費で附帯工事の追加により５５

万円を新規計上、その他はいずれも事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額。

３項河川費、１目河川総務費では、既定額から３万５，０００円を減額し、９２万５，

０００円とするもので、河川維持、樋門樋管管理委託、いずれも事業実績に基づく予算の

精査、不用額の減額でございます。

５項住宅費、１枚おめくりいただきまして、１目住宅管理費では、既定額から４８１万

１，０００円を減額し、１，９７０万７，０００円とするもので、公営住宅維持管理事業

で同額を減額。

２目住宅建設費では、既定額から４３７万３，０００円を減額し、２，０７４万８，０

００円とするもので、住宅建設促進事業で４２４万円を減額、危険廃屋解体撤去助成事業

で１３万３，０００円を減額、いずれも事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額でご

ざいます。

９款消防費、１項１目消防費では、既定額から１，２６５万５，０００円を減額し、１

億５，８５４万５，０００円とするもので、消防事業、１９節負担金補助及び交付金で南

宗谷消防組合負担金を減額するものでございます。詳細につきましては、補正予算書に続

きまして別冊で配付してございます平成３１年度一般会計補正予算（別紙内訳）明細書で

ご説明をいたします。明細書の２ページでございます。常備消防費、消防本部費で１１万

９，０００円の減額、中頓別支署費では６１０万８，０００円の減額、非常備消防費、中

頓別消防団費では８万４，０００円を減額、消防施設費、中頓別消防施設費では６３４万

４，０００円を減額するものでございます。詳細につきましては、事務事業別にてご説明

いたしますので、３ページのほうを御覧いただきたいと思います。消防本部負担金で、議

会費、総務費、消防本部費等の予算精査で１１万９，０００円を減額、救急業務で携帯電

話料の予算精査で通信運搬費１万５，０００円を減額、救急資機材維持管理では１１節需

用費、修繕費で救急車のインバーター故障による交換修理費など合わせまして６４万７，

０００円を追加しております。救急救命士病院実習事業では、１３節委託料で感染性ウイ

ルス抗体検査委託料で陽性判定者が多かったことにより予防接種が少なく済んだため５万

円を減額、消防学校派遣事業では９節旅費で８万３，０００円の減額、１９節負担金補助

及び交付金で１５万１，０００円を減額、いずれも救急救命士養成研修の経費に係る予算

精査による減額でございます。消防車両・資機材維持管理業務では、中頓別支署費、中頓

別消防団費ともに１８節備品購入費をそれぞれ減額、いずれも消防用具購入に係る見積り
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合わせによりまして１１万６，０００円を減額しております。消防水利維持管理事務では、

１５節工事請負費で消火栓移設工事の入札減により１６９万１，０００円を減額、消防分

団事務では消防団員数の減に伴い１節報酬で４万円を減額、通信施設維持管理業務では１

２節役務費、通信運搬費で電話料及びメール、サイレン通信料の予算精査で３万円を減額、

庁舎備品維持管理では１１節需用費、光熱費では、電気及び上下水道使用の節減により８

万円を減額、１５節工事請負費で庁舎前舗装拡張工事の入札減で６万３，０００円を減額、

１８節備品購入費ではパソコン購入に伴う入札減で１３万７，０００円を減額するもので

ございます。５ページを御覧いただきたいと思います。その他グループ内庶務では、３節

職員手当等の予算精査で休日勤務手当を１５万円減額、４節共済費において共済組合負担

金算定基礎額が見込みより大きく下回ったことなどで２９１万円の減額、１９節負担金補

助及び交付金では退職手当組合負担金で平成３０年度退職者に係る追加負担金の精算にお

いて、過去３年間の事前納付金でおおむね賄われたことによりまして３００万円を減額し、

事業全体といたしまして６０７万４，０００円を減額するものでございます。消防関係車

両購入事業では、小型動力ポンプつき積載車購入に伴う入札減及び関連する経費の精査に

よりまして４６５万３，０００円の減額でございます。

続きまして、補正予算書の７０ページにお戻り願います。１０款教育費、１項教育総務

費、２目事務局費では、既定額から７５２万６，０００円を減額し、１億７６９万８，０

００円とするもので、教育委員会事務局事業、公用車両維持管理事業、いずれも予算の精

査、実績確定により不用額を減額しております。

２項小学校費、１枚おめくりいただきまして、１目学校管理費では、既定額に１，６２

６万９，０００円を追加し、５，８６０万７，０００円とするもので、小学校施設維持管

理事業、１１節需用費で灯油代及び電気代に不足が見込まれることから２０１万９，００

０円を追加、１５節工事請負費でＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた校内通信ネットワ

ーク環境施設整備工事として１，０６９万９，０００円を新規計上、１８節備品購入費で

これに伴う児童用端末一式２８３万５，０００円及び端末用ソフトホルダー一式７７２万

９，０００円を新規計上し、昨年１２月定例会で提案させていただきました教務用、児童

用パソコンのうち児童用パソコンの購入費７０１万３，０００円を減額するものでござい

ます。詳細につきましては、教育委員会作成の説明資料が事前配付してございますので、

ご参照願いたいと思います。

３項中学校費、１目学校管理費では、既定額に１，２９１万９，０００円を追加し、３，

７８３万７，０００円とするもので、中学校施設維持管理事業、１５節工事請負費でＧＩ

ＧＡスクール構想の実現に向けた校内通信ネットワーク環境施設整備工事１，３２２万円

を新規計上、１８節備品購入費でこれに伴う生徒用端末一式１４４万円及び端末用ソフト

ホルダー一式３９２万６，０００円を新規計上し、昨年の１２月定例会で提案させていた

だきました教務用、生徒用パソコンのうち生徒用のパソコン購入費５６６万７，０００円

を減額するものでございます。
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３目学校建設費では、既定額６６０万円を皆減するもので、中学校改築等推進事業、１

３節委託料で同額を皆減、今後予定しておりますハザードマップの作成を踏まえ、学校改

築等の在り方を改めて検討するため、学校整備等に係る基本計画策定業務を先送りしたも

のでございます。

４項社会教育費、１目社会教育総務費では、既定額から１５４万６，０００円を減額し、

７９２万４，０００円とするもので、社会教育推進事業、少年教育推進事業、高齢者教室

推進事業、芸術文化推進事業、７５ページを御覧いただきまして、文化財保護事業、夢と

希望を感動体験事業、いずれも事業実績に基づく予算の精査、不用額の減額でございます。

２目町民センター費では、既定額から９４万１，０００円を減額し、３８６万６，００

０円とするもので、町民センター運営維持管理事業、７節賃金及び１８節備品購入費にお

いて事業実績に基づく予算の精査、不用額を減額。

３目社会教育施設費では、既定額から３６０万円を減額し、４８８万９，０００円とす

るもので、郷土資料館及び青少年柔剣道場運営事業、１１節需用費で同額を減額するもの

でございます。

５項保健体育費、１目保健体育総務費では、既定額から２５万７，０００円を減額し、

２７１万４，０００円とするもので、社会体育推進事業で同額を減額、２目山村プール費

では既定額から４４万７，０００円を減額し、６２７万３，０００円とするもので、山村

プール運営事業で同額を減額、７６ページをお開きいただきまして、３目寿野外レクリエ

ーション施設費では既定額から１０４万３，０００円を減額し、９，７６０万１，０００

円とするもので、寿野外レクリエーション施設費で同額を減額、いずれも事業実績に基づ

く予算の精査、不用額を減額するものでございます。

１１款１項公債費、１目元金では、既定額に１１万８，０００円を追加し、３億４，６

５９万２，０００円とするもので、平成２０年度に借入れいたしました臨時財政対策債の

利率見直しに伴い追加するものでございます。なお、借り入れた元金の償還総額自体は変

わるものではございません。

２目利子では、既定額から５３万１，０００円を減額し、１，９７９万９，０００円と

するもので、地方債償還利子として平成２０年度借入れの臨時財政対策債の利率見直し及

び平成３０年度借入れ分の利率の確定によりまして減額しているものでございます。

１２款諸支出金、１項１目特別会計繰出金では、既定額に５７万２，０００円を追加し、

１億９，５６８万円とするもので、２８節繰出金として各会計の決算見込みに基づき自動

車学校事業特別会計に対し６５４万３，０００円を追加し、水道事業特別会計から４７０

万円、下水道事業特別会計から９９万４，０００円、後期高齢者事業特別会計から２７万

７，０００円をそれぞれ減額するものでございます。

２項基金費、１目畜産振興基金費では、既定額に２，０００円を追加し、８２万８，０

００円とするもので、基金の利息２，０００円の追加でございます。

７８ページをお開きいただきまして、２目ふるさと応援寄附基金費では、既定額に５５
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万１，０００円を追加し、１５５万１，０００円とするもので、基金の利息１，０００円

と今年度の寄附積立て見込額５５万円を追加するものでございます。

３目奨学金等償還支援基金費では、既定額に１，０００円を追加し、６２０万１，００

０円とするもので、基金の利息１，０００円の追加でございます。

４目公共施設整備等基金費では、既定額に１０３万５，０００円を追加し、９１４万８，

０００円とするもので、基金の利息分８万円と今年度過疎債として借入れを行いました寿

スキー場リフトロッジ整備事業の後年度に係る償還分の交付税で措置される額を除いた額

の当初予算計上額に不足する額９５万５，０００円を追加するものでございます。

６目地域活性化基金費では、基金の利息３万９，０００円と今年度借入れを行う過疎対

策事業債の過疎地域自立促進特別事業分、いわゆるソフト分、これが５，９００万円、さ

らに過疎、辺地対策事業債の当該年度の借入額の１億円を超える額に係る元利償還金の交

付税算入額を差し引いた額、具体的には元利償還金総額の過疎債で３０％、辺地債で２０

％になりますが、その額が７，０４８万円、合わせまして１億２，９５１万９，０００円

を追加するものでございます。

７目減債基金費では基金の利息６万７，０００円を計上、８目まちづくり基金費では基

金の利息１万３，０００円を計上、９目地域福祉基金費では基金の利息１万２，０００円

を計上、１０目財政調整基金費では基金の利息８万８，０００円を計上、１１目天北線代

替輸送確保基金費では基金の利息４万８，０００円を計上、１２目長寿園施設改修拡張事

業基金費では基金の利息４万８，０００円を計上、１３目土地開発基金費では基金の利息

３，０００円を計上、８０ページをお開きいただきまして、１４目中山間水と土保全基金

費では基金の利息１，０００円を計上、１５目豊かな環境づくり基金費では基金の利息１，

０００円を計上、１６目未来を担うこどもの健全育成と教育の基金費では基金の利息２，

０００を計上、１７目地方創生基金費では基金の利息１万６，０００円を計上、これらの

積立てによりまして一般会計上の基金の総額は４２億１，５５８万３，０００円となる見

込みでございます。

１２ページをお開き願います。歳出合計、既定額から６，８０４万円を減額し、４０億

７，３６４万９，０００円とするものでございます。

続きまして、歳入についてご説明をいたします。歳入全体につきましても歳出同様……

〇議長（村山義明君） 説明の途中ですけれども、休憩を取りたいと思いますので、議場

の時計で１１時１０分まで休憩いたします。

休憩 午前１１時００分

再開 午前１１時１０分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を続けます。

笹原総務課参事。



- 19 -

〇総務課参事（笹原 等君） それでは、先ほどに引き続きまして歳入からご説明をさせ

ていただきたいと思います。

歳入全体につきましても歳出同様、収入実績の確定、決算見込みに基づく補正が大部分

となってございます。１４ページをお開き願います。１款町税、１項町民税、１目個人で

は、既定額に１４０万円を追加し、７，３８４万４，０００円とするもので、１節現年度

課税分で１００万円、２節滞納繰越分で４０万円の追加、いずれも徴収実績を勘案して補

正するものでございます。

２目法人では、既定額から１００万円を減額し、７２１万６，０００円とするもので、

１節現年度課税分の収入見込みを勘案して減額するものでございます。

２項１目固定資産税では、既定額から４０万円を減額し、５，５８１万５，０００円と

するもので、１節現年度課税分で６０万円を減額、２節滞納繰越分で２０万円を追加、収

入見込みを勘案しての計上でございます。

３項１目軽自動車税では、既定額から１０万円を減額し、４３４万円とするもので、１

節現年度課税分で収入見込みを勘案しての減額でございます。

５項１目入湯税では、既定額から２０万円を減額し、７８万５，０００円とするもので、

１節現年度課税分の収入見込みを勘案しての減額でございます。

２款地方譲与税、１項１目地方揮発油譲与税では、既定額に５０万円を追加し、１，５

１０万円とするもの、２項１目自動車重量譲与税では既定額に３８７万５，０００円を追

加し、３，８００万円とするもの、６款１項１目地方消費税交付金では既定額に１，２０

０万円を追加し、３，４００万円とするもの、７款１項１目自動車取得税交付金では既定

額に３１万４，０００円を追加し、６３１万４，０００円とするもの、１６ページをお開

き願います。９款１項１目地方特例交付金では、既定額に１０５万４，０００円を追加し、

１０５万５，０００円とするもので、それぞれ収入見込みを勘案しての追加でございます。

１０款１項地方交付税、１目普通交付税では、既定額に７６４万７，０００円を追加し、

１７億８，６１０万１，０００円とするもの、２目特別交付税は、いまだ不確定ではござ

いますが、既定額に１，３１１万１，０００円を追加しまして１億９，９６２万１，００

０円とし、歳入総額調整の役割を持たせておりますので、ご理解をお願いいたしたいと思

います。

１１款分担金及び負担金、１項負担金、１目民生費負担金では、既定額に３９万円を追

加し、２，８７０万４，０００円とするもので、１節保育料負担金で同額を追加するもの

でございます。

１２款使用料及び手数料、１項使用料、３目衛生使用料では、既定額から１，２００万

円を減額し、１，２７５万１，０００円とするもの、４目農業使用料では既定額に３６万

６，０００円を追加し、４２８万６，０００円とするもの、５目土木使用料では既定額か

ら４５万３，０００円を減額し、５，０７１万１，０００円とするもので、１節道路使用

料から１９ページ、９節おためし暮らし住宅使用料まで、各節とも収入実績、見込みを基
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に追加、減額するものでございます。

６目教育使用料では、既定額から４６万５，０００円を減額し、２４万７，０００円と

するもので、各節とも収入実績、見込みを基に追加、減額するものでございます。

２項手数料、１目総務手数料では、既定額から４万６，０００円を減額し、９３万３，

０００円とするもの、３目農業手数料では既定額に３万１，０００円を追加し、６２万６，

０００円とするもので、各節とも収入実績、見込みを基に追加、減額するものでございま

す。

２０ページをお開き願います。１３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負

担金では、既定額から４０８万９，０００円を減額し、５，６２４万２，０００円とする

もので、３節障害者自立支援給付費国庫負担金では事業実績見込みによる減額、６節低所

得者保険料軽減負担金では低所得者への介護保険料軽減に伴う国庫負担金１１３万１，０

００円を新規計上したものでございます。

２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金では、既定額に４１万８，０００円を追加し、

１，１８７万８，０００円とするもの、２目民生費国庫補助金では既定額から３４０万６，

０００円を減額し、１，２９５万４，０００円とするもの、４目土木費国庫補助金では既

定額から５，６９６万９，０００円を減額し、１億３，１０６万３，０００円とするもの

で、各節とも事業実績確定及び見込みを勘案しての追加、減額、新規計上でございます。

５目教育費国庫補助金では、既定額に１，４８０万円を追加し、１，８４９万２，００

０円とするもので、２節公立学校情報機器整備費補助金で２８５万円、２３ページをお開

きいただきまして、３節公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金１，１９５

万円をそれぞれ新規計上、第２条でご説明いたしました繰越明許費事業の小学校施設維持

管理事業及び中学校施設維持管理事業に係る補助金として計上するものでございます。

３項国庫委託金、１目総務費委託金では、既定額から６６万３，０００円を減額し、２

６５万９，０００円とするもの、２目民生費委託金では既定額に２万９，０００円を追加

し、１３０万５，０００円とするもので、各節とも事業費の確定及び見込みを勘案しての

追加、減額でございます。

１４款道支出金、１項道負担金、２目民生費道負担金では、既定額から７６６万９，０

００円を減額し、３，９２６万８，０００円とするもので、２節災害弔慰金負担金から７

節災害見舞金負担金まで事業実績見込みを勘案しての減額、１０節低所得者保険料軽減負

担金では低所得者への介護保険料軽減に伴う道負担金５６万５，０００円を新規計上した

ものでございます。

２項道補助金、２目民生費補助金では、既定額から９万８，０００円を減額し、１，２

４７万円とするもの、４目農林業費補助金では既定額から７８４万６，０００円を減額し、

１億１，９４９万１，０００円とするもので、１節農業委員会補助金から、１枚おめくり

いただきまして、１５節農地耕作条件改善事業補助金まで事業実績による減額及び追加、

１７節地域づくり総合交付金はエゾシカ緊急対策事業に対する補助金として１０万円を新
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規計上、また１８節農業競争力基盤強化特別対策事業補助金は道営草地整備型公共牧場整

備事業に係る排水改良分に対する道補助分として３７万６，０００円を新規計上しており

ます。

５目教育費補助金では、既定額から２２３万６，０００円を減額し、１６２万３，００

０円とするもので、各節とも事業費の確定及び見込みを勘案しての減額でございます。

２６ページをお開き願います。３項道委託金、１目総務費委託金では、既定額から１１

０万４，０００円を減額し、４４０万２，０００円とするもので、各節とも事業費の確定

に伴う減額。

２目農林業費委託金では、既定額から１万６，０００円を減額し、２７万円とするもの

で、実績に基づき減額。

３目土木費委託金では、既定額に５万３，０００円を追加し、８３万９，０００円とす

るもので、各節とも額の確定に伴う追加でございます。

４目災害貸付事業委託金では、災害援護資金貸付金の実績がないため、既定額３５０万

円を皆減するものでございます。

１５款財産収入、１項財産運用収入、１目財産運用収入では、既定額に３８万円を追加

し、３８万１，０００円とするもので、歳出で説明のとおり、各基金の利子分を追加計上

したものでございます。

２目財産貸付収入では、既定額に８５万５，０００円を追加し、１，０７５万９，００

０円とするもので、１節土地貸付収入から３節施設貸付収入まで、各節とも貸付実績及び

見込みを基に追加を行うものでございます。

２８ページでございます。２項財産売払収入、１目不動産売払収入では、既定額に１万

１，０００円を追加し、１万３，０００円とするもので、１節土地売払収入として河川敷

地売払いに伴う代金を追加。

３目生産物売払収入では、既定額に７１７万７，０００円を追加し、７１７万８，００

０円とするもので、１節立木売払収入として兵安地区及び栄地区町有林間伐工事に係る素

材販売等の代金を追加してございます。

４目有価証券売払収入では、新規に１３０万７，０００円を計上するもので、稚内空港

ビル株式会社株式について空港の民営化に伴う譲渡代金として計上するものでございます。

１６款１項寄附金、１目一般寄附金では、既定額に９，０００円を追加し、１万円とす

るもので、寄附金の見込額による追加計上でございます。

１７款繰入金、１項基金繰入金、１目長寿園施設改修拡張事業基金繰入金では、既定額

から６，０００円を減額し、３４万５，０００円とするもので、特別養護老人ホーム施設

整備事業に係る今年度の償還額が確定したことに伴い減額するものでございます。

３目まちづくり基金繰入金では、既定額から９９５万円を減額し、８３２万３，０００

円とするもので、地域づくり活動支援補助事業の確定に伴う減額でございます。

４目未来を担うこどもの健全育成と教育の基金繰入金では、既定額から１００万円を減
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額し、１，３８８万６，０００円とするもので、夢と希望を感動体験事業の実績見込みに

より減額するものでございます。

５目地方創生基金繰入金では、既定額から３８６万６，０００円を減額し、６，７５４

万９，０００円とするもので、観光振興計画フォローアップ事業の減額に伴うものでござ

います。

３０ページをお開き願います。６目公共施設整備等基金繰入金では、既定額から１，８

１３万５，０００円を減額し、９，７７５万３，０００円とするもので、役場庁舎や認定

こども園、小中学校や社会教育施設など各施設における修繕や備品等の実績に伴う減額で

ございます。

８目奨学金等償還支援基金繰入金では、既定額から５７２万４，０００円を減額し、３

７７万８，０００円とするもので、奨学金等償還支援事業助成金及び貸付金の実績に伴い

減額するものでございます。

１８款１項１目繰越金、１節前年度繰越金は、確定額によりまして既定額に１億５，７

２４万７，０００円を追加し、１億９，０４５万円としたところでございます。

１９款諸収入、６項１目雑入では、既定額から１，５２７万３，０００円を減額し、３，

８３９万７，０００円とするもので、各所管の決算見込みによる種々雑多な収入の追加、

減額計上でございます。

２０款１項町債、１目過疎対策事業債では、既定額から５，８２０万円を減額し、４億

６２０万円とするもの、３２ページをお開き願います。２目辺地対策事業債では、既定額

から１，０９０万円を減額し、２，６４０万円とするもの、４目緊急防災・減災事業債で

は既定額から８，３８０万円減額し、２億６，９００万円とするもの、５目公共事業等債

では新規に３２０万円を計上するもの、６目学校教育施設等整備事業債では新規に１，１

９０万円を計上するもので、いずれも内容につきましては地方債補正で説明をさせていた

だきましたので、省略をさせていただきます。

２１款１項１目自動車税環境性能割交付金では、新規に３００万円を計上するもので、

税制改正によりまして従来の自動車取得税交付金が昨年９月で廃止となったことに伴いま

して、１０月から自動車税環境性能割交付金に移行されたため計上するものでございます。

１０ページをお開き願います。歳入合計、既定額から６，８０４万円を減額し、歳入総

額を４０億７，３６４万９，０００円とし、歳入歳出のバランスを取ってございます。

以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

宮崎さん。

〇４番（宮崎泰宗君） １点、小学校、中学校の児童生徒用のパソコンの購入費を今回減

額をして、ＧＩＧＡスクール構想関連の費用というのが新規計上されていると思うのです

けれども、これはパソコンではなくてタブレット端末ということになるかと思うのですけ

れども、これは教職員用のパソコンについては先月売買契約ということになっていますけ
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れども、児童生徒についてはパソコン自体は更新するのをやめて、タブレットのほうを新

たに導入するということになるのでしょうか。

〇議長（村山義明君） 工藤教育次長。

〇教育次長（工藤正勝君） ただいま宮崎議員から質問いただいた点について答弁させて

いただきます。

今お話があったとおり、児童生徒用のパソコン教室に置いてあるパソコンの更新を取り

やめて、児童生徒用に端末を与えていくという補正でございます。

〇議長（村山義明君） 宮崎さん。

〇４番（宮崎泰宗君） タブレットは新しいものなので、問題ないと思うのですけれども、

今次長のほうからお答えいただきましたパソコン教室がそれぞれあって、そこに従来のパ

ソコンがあると思うのですけれども、そこで今後も児童生徒がパソコンを使う場面という

のはあると思うのですけれども、これ１２月のときに補正されたもので、このときはウィ

ンドウズ７のサポート終了ということもあって急いだ部分があると思うのですけれども、

児童生徒については今ある一つの教室の中のサポートされていないパソコンというのを今

後も使うようなことになるのでしょうか。伺います。

〇議長（村山義明君） 工藤教育次長。

〇教育次長（工藤正勝君） パソコン教室で使用するに当たってもタブレットを使用でき

るようにということで、ホルダーということで書かせていただいているのですが、これを

ホルダーに差し込んで、どうしても打ち込みの、タイピングの練習が必要になってくると

いうことから、今のモニターであったりとか、それからキーボードをそのまま使って、タ

ブレットを差し込んだホルダーからつなぎながらタイピングの練習をしていくという活用

方法をしていきたいというふうに考えています。

〇議長（村山義明君） 宮崎さん。

〇４番（宮崎泰宗君） そうすると、今ご説明いただいたようにタブレットを使って、今

あるパソコンのモニターだったり、キーボードも活用するような形になると思うのですが、

そうするとサポートはなくても問題ないような形になるのかなというふうには思います。

売買契約の締結のときにもお伺いしたのですけれども、ウィンドウズ７のサポート終了

は世界的な一斉のものなので、コンピューター機器の不足であるとかこういうものがあっ

て、教職員用のパソコンについては今月中に導入するということになっていますけれども、

新しいタブレットについてもまた、今日行政報告が町長からもありましたけれども、今ま

さに新型肺炎の関係で、さらにコンピューター関連の機器も不足するのではないかという

ふうに言われている部分あるのですけれども、その辺はどのように捉えておられるでしょ

うか。

〇議長（村山義明君） 工藤教育次長。

〇教育次長（工藤正勝君） 機器の不足分について、年度内に本来であれば行う予定での

補正予算なのですけれども、これを繰り越して来年度やっていきたい。機器の購入につき
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ましては、北海道が取りまとめを行いまして、共同調達をする流れに今なってございます。

本町としては、そこにお願いをしていきたいなというふうに思っていますが、もしかした

ら足りなくなってくる部分もあるかもしれませんけれども、極力年度内、来年度中には納

入をして進めていきたいというふうには考えてございます。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 関連質問なのですけれども、教育長、私もよく分からないまま

にパソコン導入の予算のときに、場合によっては国の施策において入る可能性も来年度あ

るよと。そういうことにおいては、ちょっと検討する必要があるのでないのかと言ったら、

いや、絶対入れなければ駄目だと言ったのだ。それどんなふうに変わってしまったのだろ

う。

それと、教職員のものはもう執行しているわけだ。教職員だけ買えて、児童用は買えな

いというこの関係どうなるのか。

それから、タブレットを買うということ自体は、これは札幌市でも年度内導入という形

で決めていたようなので、それは制度上やむを得ないのかなと思っているのですけれども、

とにかくこういう大きな変更があったときに何も断りなしに予算だけでぱっと出てくると

いうのはちょっと無礼な話で、これだけ大きい予算ですから、この辺説明してください。

〇議長（村山義明君） 工藤教育次長。

〇教育次長（工藤正勝君） 私のほうで駄目だというふうに言ったのかもしれないのです

が、最終的には導入においては今後の補助事業の状況を見ながら検討し、導入をしていき

たいということでお答えをさせていただいたかなというふうに思っております。

それから、今回児童生徒の分の導入ということで、教職員の部分は別というところにお

きましては、今回の補助金において児童生徒の分について３分の２、３台に２台分は補助

が入りますけれども、教職員の分につきましては補助対象外という取扱いになっておりま

すので、教職員の分だけ先行して契約をさせていただいたという状況でございます。

あと、タブレットを導入するという大きな変更があったにもかかわらず、議会のほうに

何の連絡もなくと、報告もなくということでのお話でございますけれども、その辺におき

ましては補助金の状況もあり、なかなか皆さんにご連絡する機会がなかったかなというふ

うに思います。先日のいきいきふるさと常任委員会のときにも資料を提出させていただい

ておりますので、この辺でご了承いただけたらなというふうに考えてございます。

〇議長（村山義明君） 細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） ６２ページ、有害鳥獣対策、負担金補助及び交付金の猟銃免許の

取得の補助金の１６万３，０００円減額、これ去年も減額なのです。町としてこの猟銃の

補助金に対して何か取られたアクションがあればお伺いしたい。

〇議長（村山義明君） 平中産業課長。

〇産業課長（平中敏志君） 狩猟者の補充といいますか、その部分につきましては、なか

なかこれといった対策ができていないというのが正直なところでございます。酪農家さん
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をはじめ、興味のある方にはこういう制度があるよということで、お会いしたりしたとき

にそういう制度の説明をさせていただいているというところではございますが、具体的に

大きくアクションを起こしているというところではないというところで、なかなか利用者

が集まっていないのかなということは素直に反省したいというふうに考えております。

〇議長（村山義明君） 細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） それでは、ちょっとお聞きしたいのですけれども、私も猟友会に

入っています。今８人いますけれども、基本的に有害駆除で動いているのは４名です。平

均すると年は８０ぐらいになるかな、もうちょっとで８０ぐらいになると思います。これ

どうするのですか、本当に。猟銃って持ってから駆除に行きますよ、バンと撃って、鹿捕

れますよというわけではないのです。これは５年ぐらい前、今から後のことを考えて処理

していかないと大変なことになると思います。まず、町として、農協に行ってとか補助と

か言っているけれども、ちょっと計画を教えてほしい。猟友会が年齢こういうことだから、

これ本当に鹿だったらいいけれども、熊でも町の中に出てきて、猟友会の行く人いません

わといったら大変なことです。

それと、私が考えるのは、すぐ電話入ってきて行けるのであれば、役場の中で誰か１人

猟銃の免許を持っていてくれて、かかってきたらすぐ行けるような体制が一つと、今札幌

でもできているけれども、要するにエゾシカ肉、これを食用にしたいから、何か女の人た

ちのグループで免許を取って、グループをつくっているところもある。だから、勧誘とし

ても私は女の人の勧誘も考えていっても一ついいのではないかなと思う。だから、平中産

業課長は猟友会の年齢を知っていると思うけれども、今後どうしていくのかなと、あと５

年後ぐらい。どういう計画を持ってやっていくのか、それを早急に考えていかないと大変

なことになると思うのですけれども、その辺お伺いしたい。

〇議長（村山義明君） 平中産業課長。

〇産業課長（平中敏志君） 猟友会をはじめ狩猟者の方々には、エゾシカの捕獲ですとか

熊の巡回とかで常にご苦労いただいているというか、ご協力いただいていることには大変

感謝をしているところでございますが、狩猟者を確保していくというのが非常に難しい状

況でございまして、もちろん猟友会の高齢化というのは、町内だけではなくて全道的な問

題だということで言われておりますし、その部分についてはどういう対策がいいのかとい

うところも含めて考えていかなければならないというところでございますが、今現在でど

ういうことで進めていくかというところは、具体的な部分についてはまだ整理はされてい

ない、整理ができていないというところはございます。これから狩猟者の方たち等含めて、

年２回打合せをさせていただいているところではございますが、そこの中でも一緒に考え

ていっていただければなというふうに思っておりますので、ご理解いただければと思いま

す。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） ５５ページの扶助費の福祉ハイヤー助成事業なのですけれども、
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１８９万３，０００円が減額された、それは使用しなかったということで分かるのだけれ

ども、ということはハイヤー事業者に対する支払い額が減ったということになるわけです。

この減額理由と、それとちょっと忘れてしまったけれども、ハイヤー事業者に対しては最

低の部分が基準があったと思うのだけれども、それらを満たしていて減額分なのかどうか、

その辺お伺いしたいことが１つと、もう一つは同じページのプレミアム付商品券の扶助費

１，４００万ほど余している。これ余ったからいいというものではないのだ。せっかく計

画した事業が実施できなかったということでしょう、満度に。これなどについてもせっか

くの町の思いやりの事業が使われなかったというこの理由をお知らせいただきたい。

〇議長（村山義明君） 吉田保健福祉課長。

〇保健福祉課長（吉田智一君） お答えいたします。

まず、福祉ハイヤーの助成事業でありますけれども、実際にこれは使われていなかった

ということでの減額にはなりますが、先ほど言いましたように最低保障ということでの協

議をしています。その中で、もしこの最低の金額に総体的に町が払ったもので不足してい

る部分については……申し訳ありません。最低保障というものは、以前ありましたけれど

も、今はありません。その中で実際のタクシー会社の方と協議をしながら、そこはなくな

ったということでありますので、現状としては実際の使われた金額を扶助費としてタクシ

ー会社に支払うということで、タクシー会社の方と協議を進めての結果ということでご理

解をいただき……

（何事か呼ぶ者あり）

〇保健福祉課長（吉田智一君） 使わなかった理由は、利用者が現実的に減っているとい

うことが一番の理由になります。

（何事か呼ぶ者あり）

〇保健福祉課長（吉田智一君） もうちょっと検討して、利用者に対しての周知も含めて

今後進めていきたいと思います。

もう一点ですけれども、プレミアム商品券になります。これにつきましては、説明資料

の中にもございますけれども、当初見込みの段階では、これは国の事業でありまして、例

えば年度途中で不足したからといって追加で国からもらえるものではまずありません。そ

の中から、まず１つには不足しないために少し多めに見ているというところはあります。

もう一つは、今の段階では申告してもらってから課税、非課税の確認をするものですから、

まず課税、非課税にかかわらず最大限対象者を見込んだものがこの説明資料であります非

課税世帯という６５０人ということを見込んでいますけれども、実際的には申請したけれ

ども、対象にならなかった方もございますし、最終的には申請された方が少なかったとい

うのが現状であります。実際に少なかった理由の一環としては、２万５，０００円の商品

券を買うために２万円自己負担をしなければいけないというところが一つの要因かとは思

っています。そのためには住民周知としましては、２万円一括で２万５，０００分買わな

くても、５，０００円単位でも買えますよということの周知はしてはきていましたが、結
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果としてこれだけの方の利用に終わってしまったというのが現状というふうに分析はして

おります。

以上でよろしいでしょうか。

〇議長（村山義明君） 星川さん。

〇６番（星川三喜男君） まず、２８ページ、先ほどの財産収入のことでちょっとお聞き

したいと思います。

財産収入の生産物で７１７万円追加で上がっておりますけれども、先ほどの説明で兵安、

栄だけで、これは原木なのですけれども、その林道をつけるがための原木を切っての代金

なのか、それとも間伐をしているのか、それもお伺いしたいと思います。間伐したとした

ら、その後そこに植林をするのか、そういうことをやっていく考えがあるのか、併せてお

伺いします。

〇議長（村山義明君） 平中産業課長。

〇産業課長（平中敏志君） 生産物の売払収入の部分で流木販売でございますが、主なも

のは間伐事業のものでございまして、間伐をやりますので、まだその後に植林するとかと

いうところではないということで、計画はこの後間伐をしていって、最終的に皆伐をした

後にはまた植林という形の流れになっていくということでございます。

〇議長（村山義明君） 星川さん。

〇６番（星川三喜男君） それでは、もう一点、これ町長にお伺いしたいと思うのですけ

れども、道路の維持管理、冬場の除雪体制と夏場のことなのですけれども、今後職員が定

年退職ということだと思うのですけれども、今臨時で通ってこられる従業員からもちょっ

とどうなっているのだとお伺いしているのですけれども、今後町で独自で今までどおり除

雪体制をしていくのか、それとも民間委託を考えていっているのかお聞きしたいと思いま

す。

〇議長（村山義明君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 今までずっと直営を続けておりまして、１名の正規職員と季節的

な雇用ということで対応してきています。正規職員も今年度で定年退職でありますけれど

も、新年度においても再任用という形で継続の雇用を取るということでお願いをしており

ます。

今後についてですけれども、除雪、道路維持に関しては、やはりその働き手の確保が大

変困難になってきております。高齢化も進んでおりまして、今後確保していくということ

がかなり困難になるという認識を持っております。それで、今可能であれば新年度からと

いうことも含めて、民間への事業委託ということに向けて検討しております。どうしても

直営よりは費用が高くならざるを得ないというところはあります、正直。ただ、先ほど申

し上げましたように現状の直営のやり方が本当に持続していけるのにはやっぱり限界があ

るというふうに私も思っておりまして、基本的にはその方向に話が整うように進めていき

たいという考え方で今はおります。
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〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 町長、病院費ですけれども、４億８，６００万円、当町の財政

規模でいっても非常に大きな金額になりましたけれども、ただこれの金額は町長が当初予

算で組んだときの想定からすると、想定内なのか、想定外なのか。

それと、病院は絶対になくしてはならないものですけれども、どこまで耐えれるのか、

今の財政状況で。その辺明かしてください。

〇議長（村山義明君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） まず、病院費に関して一番問題になっているのは、運営事業の補

助の部分でありまして、これらについても今は一定額については当初予算から計上すると

いう形を取っておりまして、正直に申し上げますとそれプラス６，０００万円程度は最終

的に補正で積み上げなければならないのではないかというようなことで、毎年ここ数年留

保してきています。端的に申し上げると、この留保では今足りないので、結果１億３，５

００万円ということで７，５００万円ほど留保した分よりも過大に補助をせざるを得ない

というような状況でありまして、この当初計上した分を含めると２億円を超えると。単純

な赤字不採算で２億円を超えるというような状況になっています。これまでも申し上げて

おりますけれども、地域として医療提供体制を必ず確保していかなければならないという

考え方においていますけれども、見直しなく今までのように、さらにこれ人口減少ととも

に当然増えていくということが避け難いと思っています。そこに向かって新しい方法を考

えていかなければならないのではないかという認識を持っているところでありますけれど

も、ただやっぱり医療が新しい仕組みの中で、住民が不安に思うようなことがあってはな

らないという大前提を持って、見直しを今後考えていかなければならないというふうに思

っておりまして、そこについてはしっかり時間をかけて、議会の皆さんにもご相談をしな

がら進めていかなければならないのかなというふうに考えています。

〇議長（村山義明君） ほかに質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討

論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第１２号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第１２号 平成３１年度中頓別町一般会計補正予算は原案のとおり可決さ

れました。
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◎議案第１３号

〇議長（村山義明君） 日程第８、議案第１３号 平成３１年度中頓別町自動車学校事業

特別会計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第１３号 平成３１年度中頓別町自動車学校事業特別会計補

正予算につきましては、山田自動車学校長から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 山田自動車学校長。

〇自動車学校長（山田和志君） よろしくお願いいたします。議案第１３号 平成３１年

度中頓別町自動車学校事業特別会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。平成３１年度中頓別町自動車学校事業特別会計補正予算。

平成３１年度中頓別町の自動車学校事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１１万７，０００円を減額

し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ４，３７９万３，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

今回の補正は、自動車学校全体予算に関し、おおむね各節において精査し、執行額が確

定したことに伴い減額及び追加補正を行うものです。

事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開きください。１款総務費、

１項総務管理費、１目一般管理費では、既定額から１１万７，０００円を減額し、４，３

７９万３，０００円とするものです。４節共済費では、社会保険料等の確定により１９万

８，０００円の減額、９節旅費、１０節交際費では執行額の確定により減額、１１節需用

費では２万２，０００円の減額となりますが、主な要因は燃料費の高騰により７万９，０

００円の追加、印刷製本費では教習に係る教科書の購入等で８万７，０００円の追加、消

耗品では節減により９万５，０００円の減、光熱費では予想を下回る使用で１２万４，０

００円の減、施設修繕費では標識、看板等の取替えが少なかったため１０万９，０００円

の減、車両修繕費では除雪用重機の故障等が多く１４万円の追加となり、需用費全体で２

万２，０００円の減額となったところです。１２節役務費では、送迎用車両の購入により、

それまで使用していました車両の廃止により車検諸費用が１４万円の減となり、その他の

科目は執行額確定によりそれぞれ追加、減額され、合わせて２０万３，０００円の減額、

１３節委託料、１８節備品購入費、１９節負担金補助及び交付金については執行額の確定

によりそれぞれ減額、追加するものです。２７節公課費は、消費税率の改定による追加分

であります。

６ページをお開きください。歳出合計、既定額より１１万７，０００円を減額し、４，
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３７９万３，０００円とするものです。

続いて、歳入についてご説明いたします。８ページをお開きください。１款使用料及び

手数料、１項１目自動車学校使用料では、既定額から７３８万５，０００円を減額し、２，

０８７万６，０００円とするもので、普通車入校生８４名と予定しておりましたが、１９

名減の６５名と大幅に減少したことなど、入校生の減少が大きな要因となったものです。

特に枝幸高校生におきまして、昨年度は１７名の入校者がおりましたが、今年度は２名と

大幅に減少したためと考えております。

２款繰越金、１項１目繰越金では、前年度繰越金の額の確定により、既定額に１９万６，

０００円を追加計上とするものです。

３款諸収入、１項１目雑入では、雇用保険個人負担料のほか、各項目ごとに精査し、追

加となり、総体で５２万９，０００円の増額となりました。特に公安委員会が指定する高

齢者運転者講習は、当初見込みで４１０名としていた人数に対し、４１６名とほぼ予定ど

おりの人数でしたが、学校が独自に行う公安委員会講習と同等の認定講習受講者が当初５

１名の想定に対し、７５名増の１２６名と大幅に増えたため、５２万９，０００円の追加

となったものです。

４款繰入金、１項１目繰入金では、既定額に６５４万３，０００円を増額し、１，９３

５万円とするもので、一般会計からの繰入れ分です。繰入額が大幅に増額しておりますが、

６月補正で購入した送迎車両分を１款使用料及び手数料で見込んでおりましたが、入校生

の確保ができなかったことにより一般会計からの繰入れに頼らざるを得なかったものです。

次年度以降一名でも多くの入校生を確保し、一般会計からの繰入額を減らせるよう取り組

んでまいります。

４ページ、歳入合計、既定額より１１万７，０００円を減額し、４，３７９万３，００

０円とし、歳入歳出のバランスを取っておりますので、よろしくご審議のほどお願いいた

します。

以上です。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第１３号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第１３号 平成３１年度中頓別町自動車学校事業特別会計補正予算は原案

のとおり可決されました。
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ここで昼食のため議場の時計で１時まで休憩といたします。

休憩 午後 ０時０１分

再開 午後 １時００分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を開きます。

◎議案第１４号

〇議長（村山義明君） 日程第９、議案第１４号 平成３１年度中頓別町国民健康保険事

業特別会計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第１４号 平成３１年度中頓別町国民健康保険事業特別会計

補正予算について、吉田課長から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 吉田保健福祉課長。

〇保健福祉課長（吉田智一君） それでは、議案第１４号 平成３１年度中頓別町国民健

康保険事業特別会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。平成３１年度中頓別町国民健康保険事業特別会計の補正予

算は、次に定めるところによる。

第１条、歳入歳出予算の補正、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３，９

８１万７，０００円を減額し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ２億７５７万１，

０００円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和２年３月３日、中頓別町長。

初めに、事項別明細、歳出からご説明いたします。１０ページをお開きください。１款

総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、既定額に１万６，０００円を追加し、７

９１万３，０００円とするもので、内容につきましては７節賃金で賃金改定による増額分

として１万６，０００円を追加するものであります。

２款保険給付費では、既定額から４，０００万円を減額し、１億３，２５０万６，００

０円とし、１項保険給付費、１目療養費につきまして既定額から４，０００万円を減額し、

１億１，１２０万円とするもので、内容につきましては一般被保険者療養給付費の減少見

込みにより減額をするものであります。

７款諸支出金では、既定額に１６万７，０００円を追加し、７８９万円とするもので、

１項償還金及び還付加算金、１目一般被保険者保険税還付金につきましては実績の見込み

により２万７，０００円を追加するものです。
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８目特定健康診査等負担金償還金では、平成３０年度分の返還金の確定により１４万円

を追加するものであります。

６ページを御覧ください。歳出合計、既定額から３，９８１万７，０００円を減額し、

２億７５７万１，０００円とするものであります。

続きまして、歳入についてご説明いたします。８ページをお開きください。３款道支出

金、１項道負担金、１目保険給付費等交付金につきましては、既定額から４，０００万円

を減額し、１億４，９１１万円とするもので、１節保険給付費等交付金（普通交付金）で

は歳出での保険給付費分の見込額により減額するものであります。

５款繰越金、１項繰越金、１目その他繰越金につきましては、既定額に１８万３，００

０円を追加し、１８万４，０００円とするもので、前年度繰越金として追加計上するもの

であります。

４ページを御覧ください。歳入合計、既定額から３，９８１万７，０００円を減額し、

２億７５７万１，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っております。

以上、簡単ですが、説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいた

します。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第１４号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第１４号 平成３１年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算は原

案のとおり可決されました。

◎議案第１５号

〇議長（村山義明君） 日程第１０、議案第１５号 平成３１年度中頓別町国民健康保険

病院事業会計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第１５号 平成３１年度中頓別町国民健康保険病院事業会計

補正予算につきまして、長尾病院事務長から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 長尾国保病院事務長。

〇国保病院事務長（長尾 享君） 議案第１５号 平成３１年度中頓別町国民健康保険病
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院事業会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。総則、第１条、平成３１年度中頓別町国民健康保険病院事

業会計の補正予算は、次に定めるところによる。

収益的収入及び支出、第２条、平成３１年度中頓別町国民健康保険病院事業会計予算第

３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。病院事業収益につきま

して、既決予定額より２７０万円を減額し、５億３，７４９万９，０００円とするもので

す。病院事業費用では、既決予定額より２７０万円を減額し、５億３，７４９万９，００

０円とするものであります。

資本的収入及び支出、第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次の

とおり補正する。資本的収入につきましては、既決予定額より６１６万２，０００円を減

額し、５，８２６万１，０００円とするものです。資本的支出につきましては、既決予定

額より４１３万２，０００円を減額し、６，９６８万７，０００円とするものです。なお、

資本的収入が資本的支出額に対して不足する額１，１４２万６，０００円は、当年度分損

益勘定留保資金で補填するものです。

２ページをお開きください。企業債、第４条、企業債として起こすことができる企業債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は次のとおり変更する。起債の目的に

は変更はなく、病院事業として限度額を変更前２，７３０万円から変更後２，４７０万円

に変更するものであります。内訳としまして、医療機械購入事業は変更前２６０万円から

変更後２３０万円に、職員等住宅建設事業は変更前２，４７０万円から変更後２，２４０

万円に変更するもので、いずれも起債の額確定に伴う限度額の変更であります。なお、起

債の方法、利率、償還の方法に変更はございません。

他会計からの補助金、第５条、予算第７条に定めた一般会計から受ける補助金の予定額

を次のとおり補正する。一般会計補助金につきまして、既決予定額に１億３，８９８万６，

０００円を追加して、３億８，５２６万８，０００円とするものです。

棚卸資産購入限度額、第６条、予算第９条に定めた棚卸資産限度額を次のとおり補正す

る。棚卸資産購入限度額を既決予定額に６０万６，０００円を追加し、４，４１４万９，

０００円とするものです。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

それでは、収益的支出の支出をご説明申し上げます。１２ページをお開きください。ま

た、別に配付してございます補足説明資料の３ページをお開き願います。１款病院事業費

用、１項医業費用、１目給与費は、既決予定額より８２万１，０００円を減額し、３億８，

２４１万４，０００円とするもので、給料で３４５万３，０００円、手当で５０５万円、

法定福利費で１３５万円の減額は、実績見込みに基づく予算の精査であります。賃金５３

５万３，０００円の追加は、実績見込みに基づく職員賃金の予算の精査による減額と、院

長の休暇等での不在時の診療支援をいただいている出張医師の賃金３月分を追加計上する

ものであります。退職給付費で６４万５，０００円、賞与引当金繰入額で２５６万７，０
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００円、法定福利引当金繰入額４６万７，０００円の追加計上は、実績見込みの再精査及

び会計年度任用職員制度導入に伴う前年度引き当て分の追加計上であります。給与費の明

細につきましては、５ページから９ページに掲載しておりますので、ご参照願います。

３目経費では、既決予定額より１３３万３，０００円を減額し、６，６６２万８，００

０円とするもので、そのほとんどが実績及び見込みに係る予算の精査、不用額の減額であ

りますので、追加項目のみのご説明といたします。旅費交通費は、医師確保対策旅費及び

出張医旅費の不足が生じる見込みから７０万円の追加、消耗品費はプリンターインク等の

消耗品の見込み増から２０万円の追加、燃料費は春先及び初冬の寒冷の影響によるＡ重油

使用見込み数の増及び出張診療医師の送迎及び医師確保対策等に係るガソリンの使用量増

により７０万８，０００円の増、委託料、日当直医師等紹介料として院長不在時のスポッ

トでの診療応援医師の招聘に係る紹介料１７万８，０００円、建築設備定期報告業務委託

料として３年に１度の特定建築物の定期報告が必要になったことによる費用１２万円の追

加、雑費、シーツ、被服等洗濯料として被服洗濯の見込み増から２１万３，０００円を追

加するものであります。

１４ページをお開きください。４目減価償却費では、既決予定額より１１万３，０００

円を減額し、３，７０５万３，０００円とするもので、建物、機械備品にて減価償却費再

計算により減額及び追加するものであります。

５目資産減耗費につきましては、既決予定額に２８万４，０００円を追加して、４３万

４，０００円とするもので、期限切れの薬品の減耗及び老朽化に伴い更新した不用機器等

の処分に係る減耗費であります。

２項介護保険事業費用、１目給与費では、既決予定額より２，０００円を減額し、４２

６万１，０００円とするもので、見込み増により給与及び賃金、法定福利で追加、減額す

るものであります。

３目経費では、既決予定額より３万９，０００円を減額し、５２万５，０００円とする

もので、消耗品費で不用額の減額、燃料費で実績見込みの不足分を追加するものです。

３項医業外費用、１目支払利息及び企業債取扱諸費は、既決予定額より６，０００円減

額し、５３万９，０００円とするもので、企業債利息の額確定による減額であります。

４項特別損失、１目固定資産除去損は、既決予定額より６７万円を減額し、１３３万円

とするもので、旧管理人住宅解体費用の入札減を不用額として減額するものです。

続きまして、収益的収入の収入をご説明申し上げます。１０ページをお開き願います。

また、補足説明資料の１ページを御覧願います。１款病院事業収益、１項医業収益、１目

入院収益では、既決予定額より６，７４０万６，０００円を減額し、６，２８９万９，０

００円とするもので、入院数の減少に伴い減額するものであります。

２目外来収益では、既決予定額より７，７０８万６，０００円を減額して、７，０７３

万４，０００円とするもので、外来患者数の減少に伴う減額であります。

３目その他医業収益では、既決予定額より１９万８，０００円を減額し、２，０７６万
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２，０００円とするもので、予防接種等の増加による公衆衛生活動収益の増、健診等の減

少による医業相談収益の減、診断書発行数の減少により文書料の減、長期入院患者の減少

による一部自己負担の減少によるその他医業収益の減となっております。

４目他会計負担金は、既決予定額より６万６，０００円を減額し、３，２３０万８，０

００円とするもので、救急医療費分の額確定に伴う減額であります。

２項介護保険事業収益、１目訪問看護事業収益は、既決予定額より１４４万２，０００

円を減額し、５５万８，０００円とするもので、利用者数の減少及び介護報酬算定方法修

正に伴い見込み額が減少することとなりました。

２目通所リハビリ収益は、既決予定額より２６万９，０００円を減額し、２６０万７，

０００円とするもので、医療保険から介護保険への移行により、自己負担額や介護保険利

用限度額の調整等により見込んだ利用数が下回ったことによる減額であります。

４目他会計補助金は、新規に１５０万円を計上するもので、北海道単独補助であります

在宅医療提供体制強化事業補助金が今年度も町会計を経由して１５０万円交付されること

になり、計上したものであります。

３項医業外収益、１目受取利息配当金は、既決予定額より３万２，０００円を減額し、

１万８，０００円とするもので、預金利息の実績見込みにより減額。

２目他会計補助金は、既決予定額より６４万５，０００円を減額し、２，２４１万８，

０００円とするもので、共済追加費用負担金の額確定に伴う減額。

３目他会計負担金は、既決予定額に１億４，１２３万６，０００円を追加して、２億９，

７１５万８，０００円とするもので、リハビリテーション分負担金、運営補助金の追加。

４目患者外給食収益は、既決予定額に２５万１，０００円を追加し、７９万１，０００

円とするもので、給食利用者の増による患者外給食代の追加。

５目長期前受金戻入は、既決予定額１１０万６，０００円を追加し、１，９１４万２，

０００円とするもので、長期前受金の戻入額確定に伴う追加。

６目その他医業外収益は、既決予定額より２万２，０００円を減額し、１３２万４，０

００円とするもので、テレビ使用料の追加及びその他入院分の減額であります。

７目国庫補助金は、既決予定額に３７万３，０００円を追加し、５２７万９，０００円

とするもので、医師招聘費用や日当直の診療応援医師に係る補助金、国民健康保険特別調

整交付金の額確定に伴う追加であります。

病院事業収益総額では２７０万円減額し、５億３，７４９万９，０００円として、収入

支出のバランスを取っております。

続きまして、資本的収支の支出をご説明いたします。１６ページを御覧ください。補足

説明資料では７ページになります。１款資本的支出、２項建設改良費、１目固定資産購入

費では、既決予定額より４０８万３，０００円を減額し、６，２６５万６，０００円とす

るもので、施設費にて国保病院職員等住宅建設及び医療用廃棄物保管庫設置の入札見積り

合わせによる不用額の減額、機械備品購入費にて医療機械の入札見積り合わせによる減及
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び一部購入取りやめによる不用額を減額、車両購入費では通所リハビリ送迎車の入札によ

る不用額の減額であります。

２項リース資産購入費は、既決予定額より４万９，０００円を減額し、１６１万４，０

００円とするもので、薬剤分包機のリースの実績による不用額の減額であります。

次に、資本的収支の収入をご説明いたします。１５ページを御覧ください。補足説明資

料では６ページになります。１款資本的収入、１項補助金、１目国庫補助金では、既決予

定額より５２万３，０００円を減額し、１６７万７，０００円とするもので、医療機械購

入に係る補助金、直営診療施設整備補助金の額確定に伴う減額であります。

２項負担金交付金、１目一般会計負担金では、既決予定額より３０３万９，０００円を

減額し、３，１８８万４，０００円とするもので、単独備品、建設改良費の対象機器、施

設の額確定及び過疎債借入額の額確定に伴う負担金を減額するものであります。

３項企業債につきましては、既決予定額より２６０万円を減額し、２，４７０万円とす

るもので、詳細は第４条で説明しましたので、省略とさせていただきます。

資本的収入が資本的支出に対して不足する額であります１，１４２万６，０００円は、

当年度分損益勘定留保資金で補填するものです。

予定貸借対照表は３ページに、またキャッシュフロー計算書は４ページに添付しました

ので、ご参照願います。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第１５号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第１５号 平成３１年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算は原

案のとおり可決されました。

◎議案第１６号

〇議長（村山義明君） 日程第１１、議案第１６号 平成３１年度中頓別町水道事業特別

会計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。
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町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第１６号 平成３１年度中頓別町水道事業特別会計補正予算

につきまして、土屋建設課長から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 土屋建設課長。

〇建設課長（土屋順一君） それでは、議案第１６号 平成３１年度中頓別町水道事業特

別会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。平成３１年度中頓別町水道事業特別会計補正予算。

平成３１年度中頓別町の水道事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ５７０万円を減額し、歳入

歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３２９万円とする。

２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開きください。１款水道費、

１項総務費、１目一般管理費につきまして、既定額から５７０万円を減額し、６，２４７

万円とするもので、２節給料について５万８，０００円、３節職員手当等で３万８，００

０円、４節共済費のうち共済負担金について３万８，０００円を職員の昇給により追加す

るものとなります。長期給付追加負担金で１万２，０００円減額、公務災害補償基金負担

金２，０００円の追加については、それぞれ額の確定によるものとなります。１３節委託

料では、漏水管路調査委託料の不用額５０万円を減額、自家用電気工作物保安管理委託料

については、今年度購入の非常用発電機の納期が３月となるため不要となりました３３万

円を減額するものとなります。１５節工事請負費のうち、町道水道管移設工事については、

町道駅向線交付金工事及び町道秋田原野線交付金工事に伴う水道管移設工事で１００万円

計上しておりましたが、水道管の移設を要さなかったため減額、中頓別地区農地耕作条件

改善農作業道工事に伴う配水管移設工事の執行残として１５万４，０００円を減額するも

のとなります。また、水道管布設替え工事では、道道中頓別停車場線道路改良工事の実施

に併せ老朽化した配水管の布設替えを予定しておりましたが、道路改良工事の実施がなか

ったことにより９２万６，０００円を全額減額するものとなります。各水道施設非常用発

電機接続盤設置工事については、執行残として７５万８，０００円を減額するものとなり

ます。１８節備品購入費では、各水道施設非常用発電機について執行残となりました２３

８万円を減額するものとなります。２７節公課費では、水道事業特別会計消費税について

確定申告により消費税の中間納付税が不足するため２２万４，０００円を追加するものと

なります。

６ページをお開きください。６ページ下段、歳出合計、既定額１億８９９万円から５７

０万円を減額し、１億３２９万円とするものです。
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続きまして、歳入についてご説明いたします。８ページをお開きください。２款繰入金、

１項繰入金、１目一般会計繰入金につきましては、既定額から４７０万円を減額し、４，

２１７万２，０００円とするもので、一般会計繰入金を減額するものでございます。

４款諸収入、１項雑入、２目弁償金については、既定額から１００万円を減額し、３８

０万１，０００円とするもので、先ほど歳出でご説明いたしました町道の水道管移設工事

を要しなかったため、町道水道移転補償について１００万円減額するものとなります。

４ページをお開きください。４ページ下段、歳入合計、既定額１億８９９万円から５７

０万円を減額し、１億３２９万円とするものとなります。

以上、簡単ではございますが、説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほど

お願いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討

論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第１６号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第１６号 平成３１年度中頓別町水道事業特別会計補正予算は原案のとお

り可決されました。

◎議案第１７号

〇議長（村山義明君） 日程第１２、議案第１７号 平成３１年度中頓別町下水道事業特

別会計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第１７号 平成３１年度中頓別町下水道事業特別会計補正予

算、土屋建設課長から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 土屋建設課長。

〇建設課長（土屋順一君） それでは、議案第１７号 平成３１年度中頓別町下水道事業

特別会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。平成３１年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算。

平成３１年度中頓別町の下水道事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）
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第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ４４０万円を減額し、歳入

歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５，９２９万円とする。

２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 既定の地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

地方債の補正からご説明いたします。４ページをお開きください。第２表、地方債補正、

下水道事業債の限度額の変更でございます。起債の目的、下水道事業債の限度額を変更前

１，８７０万円から変更後１，７６０万円とするもので、起債の方法、利率、償還の方法

に変更はございません。

続きまして、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１２ページをお開きください。

１款下水道費、１項総務管理費、１目一般管理費につきまして、既定額から４４０万円を

減額し、１億８２６万８，０００円とするもので、１１節需用費では修繕費について不用

額１３万円を減額するものでございます。１３節委託料では、中頓別町下水道管理センタ

ー電気設備工事重点施工監理委託料について執行残となった７０万円を減額するものでご

ざいます。１５節工事請負費についても下水道管理センター監視制御設備更新工事につい

て執行残となる３５４万円について減額するものでございます。１８節備品購入費では、

下水道管理センター水質試験用卓上ｐＨ計で１万円、インキュベーターで２万円の執行残

となった不用額についてそれぞれ減額するものでございます。

８ページ下段、歳出合計、既定額１億６，３６９万円から４４０万円を減額し、１億５，

９２９万円とするものです。

続きまして、歳入についてご説明いたします。１０ページをお開きください。２款国庫

支出金、１項国庫支出金、１目下水道事業費国庫支出金では、社会資本整備総合交付金に

ついて事業費の確定により２３０万６，０００円を減額するものでございます。

３款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金では、一般会計からの繰入金について過

疎対策事業債分と基準外繰入金合わせて９９万４，０００円を減額するものでございます。

５款町債、１項町債、１目下水道事業債では、特定環境保全公共下水道事業の事業費確

定により、下水道事業債について１１０万円を減額するものでございます。

６ページ下段、歳入合計、既定額１億６，３６９万円から４４０万円を減額し、１億５，

９２９万円とするものでございます。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第１７号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第１７号 平成３１年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算は原案のと

おり可決されました。

◎議案第１８号

〇議長（村山義明君） 日程第１３、議案第１８号 平成３１年度中頓別町介護保険事業

特別会計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第１８号 平成３１年度中頓別町介護保険事業特別会計補正

予算につきまして、吉田保健福祉課長から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 吉田保健福祉課長。

〇保健福祉課長（吉田智一君） それでは、議案第１８号 平成３１年度中頓別町介護保

険事業特別会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。平成３１年度中頓別町の介護保険事業特別会計補正予算は、

次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，０９１万９，０００円を

減額し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ２億２，５４４万２，０００円とする。

第２項 歳入歳出の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

初めに、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開きください。２

款保険給付費、１項介護サービス等諸費、３目施設介護サービス給付費では、既定額から

１，１８６万円を減額し、１億３，４７２万６，０００円とするもので、施設介護サービ

ス給付事業で介護老人福祉施設につきまして実績見込みにより減額するものであります。

６目居宅介護サービス計画給付費では、既定額に２６万円を追加し、７０６万円とする

もので、１９節負担金補助及び交付金で居宅介護サービス計画給付事業につきまして実績

見込みにより追加するものであります。

２項介護予防サービス等諸費、１目介護予防サービス給付費では、既定額に６０万円を

追加し、１５３万６，０００円とするもので、１９節負担金補助及び交付金で介護予防短

期入所生活介護で３０万円の減額、介護予防訪問看護サービスで１０万円の減額、通所リ



- 41 -

ハビリテーションで１００万円の追加で、いずれも実績見込みにより減額及び追加をする

ものであります。

２目介護予防サービス計画給付費では、既定額に８万円を追加するもので、１９節負担

金補助及び交付金で介護予防サービス計画給付費で、これにつきましても実績見込みによ

り追加するものであります。

４款基金積立金、１項基金積立金、１目介護給付費準備基金積立金では、既定額に１，

０００円を追加し、２，０００円とするもので、２５節積立金で介護給付費準備基金利子

分として追加計上するものであります。

６ページをお開きください。歳出、既定額から１，０９１万９，０００円を減額補正し、

２億２，５４４万２，０００円といたしました。

続きまして、歳入をご説明いたします。８ページをお開きください。１款保険料、１項

介護保険料、１目第１号被保険者保険料では、既定額から２００万円を減額し、３，７７

７万４，０００円とするもので、１節現年度分特別徴収保険料を昨年１０月の消費税引き

上げに伴い、介護保険料の１段階から３段階までの低所得者に係る軽減割引を引き下げた

ことに伴い保険料を減額するものであります。

２款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金では、既定額から１，

０００万円を減額し、４，９９５万８，０００円とするもので、１節現年度分の標準給付

金の収入見込みにより減額するものであります。

４款道支出金、１項道負担金、１目介護給付費負担金では、既定額に１０８万円を追加

し、３，５１９万３，０００円とし、１節現年度分の標準給付費の収入見込みにより追加

するものであります。

５款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金では、既定額に１，０００円を

追加し、２，０００円とするもので、１節利子及び配当金の介護給付費準備基金利子の追

加によるものであります。

４ページをお開きください。歳入、既定額から１，０９１万９，０００円を減額し、２

億２，５４４万２，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っているところであります。

以上、簡単でありますが、説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願

いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討

論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第１８号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第１８号 平成３１年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算は原案の

とおり可決されました。

◎議案第１９号

〇議長（村山義明君） 日程第１４、議案第１９号 平成３１年度中頓別町後期高齢者医

療事業特別会計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第１９号 平成３１年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会

計補正予算につきまして、吉田保健福祉課長から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 吉田保健福祉課長。

〇保健福祉課長（吉田智一君） それでは、議案第１９号 平成３１年度中頓別町後期高

齢者医療事業特別会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。平成３１年度中頓別町の後期高齢者医療事業特別会計補正

予算は、次に定めるところによる。

第１条、歳入歳出予算の補正、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１３万

５，０００円を追加し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ２，８４５万３，００

０円とする。

２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和２年３月３日、中頓別町長。

初めに、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開きください。２

款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高齢者医療広域連合納付金では、既定額

に１３万５，０００円を追加し、２，６７０万１，０００円とするもので、内容につきま

しては広域連合事務費負担金で保険基盤安定負担金では２万７，０００円の減額、広域連

合事務費負担金では２５万円の減額で、広域連合からの額の確定によるものであります。

また、保険料負担金につきましては、保険料収入の額の見込みにより４１万２，０００円

を追加するものであります。

６ページを御覧ください。歳出合計、既定額に１３万５，０００円を追加し、２，８４

５万３，０００円とするものであります。

続きまして、歳入につきましてご説明いたします。８ページをお開きください。１款後

期高齢者医療保険料、１項１目後期高齢者医療保険料では、既定額に４１万２，０００円

を追加し、１，４８７万７，０００円とするもので、１節現年度分特別徴収保険料で８万

２，０００円、２節現年度分普通徴収保険料で３３万円をそれぞれ収入見込みにより追加
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するものであります。

２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目事業費繰入金につきましては、既定額から２５

万円を減額し、３２０万３，０００円とするもので、歳出、２項後期高齢者医療広域連合

交付金での広域連合事務負担金が減額となったことから減額するものであります。

２目保険基盤安定繰入金につきましても、既定額から２万７，０００円を減額し、１，

０２７万円とするもので、歳出、２款後期高齢者広域連合納付金での保険基盤安定負担金

の減額分に合わせ減額するものであります。

４ページを御覧ください。歳入合計、既定額に１３万５，０００円を追加し、２，８４

万３，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っております。

以上、簡単ですが、説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいた

します。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第１９号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第１９号 平成３１年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計補正予算は

原案のとおり可決されました。

◎議案第２号

〇議長（村山義明君） 日程第１５、議案第２号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部

を改正する条例の制定の件を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第２号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条

例の制定について、小林総務課長から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 小林総務課長。

〇総務課長（小林嘉仁君） よろしくお願いします。議案第２号をご説明申し上げます。

議案の２ページをお開き願います。議案第２号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部

を改正する条例の制定について。

職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。
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制定のご説明を申し上げます。議案５ページをお開き願います。制定の要旨。令和２年

４月１日から会計年度任用職員制度への移行に伴い、ＪＥＴプログラム参加者は令和２年

４月１日に改めて会計年度任用職員として任用されることになることから、令和２年３月

３１日以前から任用されていた同参加者についても令和２年４月１日付で服務の宣誓を行

う必要があり、ＪＥＴプログラムの参加者の負担軽減や任用団体の事務の簡素化といった

観点から、任用の際の服務や勤務条件に関する同意書への署名をもって服務の宣誓を行う

ものとして取り扱うための規定の整備が必要になったため、本条例を整備するものです。

それでは、改正の内容をご説明申し上げます。議案４ページを御覧ください。新旧対照

表にてご説明申し上げます。第２条、職員の服務の宣誓に第２項を追加し、内容は地方公

務員法第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員の服務の宣誓については、前項の

規定にかかわらず、任命権者は、別段の定めをすることができるという規定を設けて、前

述でご説明申し上げました対応が可能になるよう取り計らいたいと考えております。

３ページをお開き願います。附則、この条例は、令和２年４月１日から施行する。

以上のとおり、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議願い

ますようお願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第２号を採決しま

す。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第２号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例は原案のと

おり可決されました。

◎議案第３号

〇議長（村山義明君） 日程第１６、議案第３号 中頓別町交通指導員設置条例を廃止す

る条例の制定の件を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第３号 中頓別町交通指導員設置条例を廃止する条例の制定

について、小林総務課長から内容について説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 小林総務課長。

〇総務課長（小林嘉仁君） 議案第３号をご説明申し上げます。
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議案の６ページをお開き願います。議案第３号 中頓別町交通指導員設置条例を廃止す

る条例の制定について。

中頓別町交通指導員設置条例を廃止する条例を別紙のとおり制定する。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

制定の要旨をご説明申し上げます。議案８ページをお開き願います。令和２年４月１日

より会計年度任用職員制度が施行されることに伴い、交通指導員が会計年度任用職員の身

分になるため、新制度では特別職非常勤として任用できないことから本条例を廃止し、新

たに設置要綱を定め、規定するものでございます。

要綱につきましては添付してございませんが、条例と大きく変更はしてございません。

変更の１点目は、採用におけるものであり、町長の委任から中頓別町地域生活安全協会の

推薦者のうちから採用する、２点目は身分を特別職非常勤公務員から会計年度任用職員に

する、３点目は年額報酬を月払いの特殊勤務手当にして支給する、以上３点について規定

の変更を行った旨ご説明申し上げます。

７ページをお開き願います。附則、この条例は、公布の日から施行する。

以上のとおり、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議いた

だきますようお願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

星川さん。

〇６番（星川三喜男君） 今の説明で分かるのですけれども、要綱あるなら要綱をやっぱ

り出してもらうべきだと私は思います。出してもらえればと思います。

〇議長（村山義明君） 小林総務課長。

〇総務課長（小林嘉仁君） 要綱については、もうつくってございますので、後でご提示

するということでよろしいでしょうか。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 制度改正で廃止するということは分かったのだけれども、ちょ

っと今の説明だけで分かり知れないのが交通指導員にとっての不利益なことはないのか、

その辺はきちっと説明してもらわなければならない。

〇議長（村山義明君） 小林総務課長。

〇総務課長（小林嘉仁君） その辺につきまして要綱を立てる段階でも結構考えまして、

今まで基本的に費用の部分で支払いをしていたものについては、同じような形で支払いが

できるような形にいたしました。また、保険についてもその辺の部分を考慮しまして、非

常勤公務員と同じような形で整理できるよう検討して進める予定でございます。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 分かりました。

それで、先ほどの要綱とともに今のような取扱い、重要なことですから、もくろんでい

ることも含めて教えてください。実は、これ条例が廃止されるということで逆にびっくり
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してしまったので、それは制度上の問題であるからいいとしても、交通指導員の重要性と

いうのは全く変わらない、これからもますます増えていく重要な役割だと思うので、その

辺については身分も変更されるということでは事前によく検討されなければならないもの

だろうと思うので、本当は事前によく内容を承知できるような資料が欲しかったけれども、

総務課長の説明をよしとして、後で出してもらうのだけれども、その辺も含めて要綱を出

してほしいと思います。

〇議長（村山義明君） ほかに質疑ありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討

論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３号を採決しま

す。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第３号 中頓別町交通指導員設置条例を廃止する条例は原案のとおり可決

されました。

ここで議場の時計で２時１０分まで休憩といたします。

休憩 午後 １時５３分

再開 午後 ２時１０分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を始めます。

◎議案第４号

〇議長（村山義明君） 日程第１７、議案第４号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一

部を改正する条例の制定の件を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第４号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する

条例の制定について、小林総務課長から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 小林総務課長。

〇総務課長（小林嘉仁君） 議案第４号をご説明申し上げます。

議案の９ページをお開き願います。議案第４号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一

部を改正する条例の制定について。
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職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

制定の要旨をご説明申し上げます。議案１２ページをお開き願います。制定の要旨。令

和２年４月１日より会計年度任用職員制度が施行されることに伴い、交通指導員手当及び

自動車学校に従事する職員の特殊勤務手当の整備をするものです。

制定の内容をご説明申し上げます。議案１１ページをお開き願います。新旧対照表にて

ご説明申し上げます。第３４条を第３６条とし、第３５条を第３７条とし、第３３条の次

に次の２条を加える。

第３４条、交通指導員手当、これ先ほどお話がありました件でございます。交通指導員

手当は、交通指導員である会計年度任用職員に対し、月額２，０００円を支給する。

第３５条、自動車学校に従事する職員の特殊勤務手当等、自動車学校に勤務する管理職

または監督の地位にある職員、もしくは特別の勤務に従事する職員の特殊勤務手当は次の

とおりとする。第１号、管理者手当３万円、第２号、副管理者手当１万円以内、第３号、

検定員手当５，０００円。

議案１０ページをお開き願います。附則、この条例は、令和２年４月１日から施行する。

以上のとおり、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議いた

だきますようお願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第４号を採決しま

す。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第４号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例は原案の

とおり可決されました。

◎議案第５号

〇議長（村山義明君） 日程第１８、議案第５号 中頓別町放課後等デイサービス事業所

設置条例の一部を改正する条例の制定の件を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５号 中頓別町放課後等デイサービス事業所設置条例の一

部を改正する条例の制定について、吉田保健福祉課長から内容の説明をさせていただきま
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す。

〇議長（村山義明君） 吉田保健福祉課長。

〇保健福祉課長（吉田智一君） それでは、１３ページをお開きください。議案第５号

中頓別町放課後等デイサービス事業所設置条例の一部を改正する条例の制定について。

中頓別町放課後等デイサービス事業所設置条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制

定する。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

１６ページをお開きください。改正の要旨です。令和２年４月１日に開設することとし

ていた児童福祉法に基づく放課後等デイサービス事業所につきまして、開設に必要な児童

発達支援管理責任者の資格を有する者を配置することが令和４年３月３１日まで困難であ

ることから、条例の施行日を２年間延長するために改正するものであります。

１４ページをお開きください。読み上げての説明といたします。中頓別町放課後等デイ

サービス事業所設置条例の一部を改正する条例。

中頓別町放課後等デイサービス事業所設置条例の一部を次のように改正する。

附則中「令和２年４月１日」を「令和４年４月１日」に改める。

附則、この条例は、公布の日から施行する。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

いたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５号を採決しま

す。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５号 中頓別町放課後等デイサービス事業所設置条例の一部を改正する

条例は原案のとおり可決されました。

◎議案第６号

〇議長（村山義明君） 日程第１９、議案第６号 中頓別町放課後児童健全育成事業の設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定の件を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第６号 中頓別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
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関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について、工藤教育次長から内容の

説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 工藤教育次長。

〇教育次長（工藤正勝君） 議案第６号 中頓別町放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について。

中頓別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例を別紙のとおり制定する。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

改正の要旨でございます。２０ページをお開きください。児童福祉法（昭和２２年法律

第１６４号）第３４条の８の２第１項の規定に基づき、令和元年１０月３日付放課後児童

健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令（令和元年厚生労働省令

第６１号）が公布され、令和２年４月１日から施行することとなりました。現在法第３４

条の８の２第１項の規定に基づき、本条例にて設備及び運営に関する基準を定め、事業に

従事する者及びその員数について放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

（平成２６年厚生労働省令第６３号）に従うものとし、その他の事項については設備運営

基準を参酌するものとされています。令和元年６月７日に地域の自主性及び自立性を高め

るための改革の推進を図るための関係法令の整備に関する法律が公布され、市町村が条例

を定めるに当たっては、事業に従事する者及びその員数を含む全ての事項について設備運

営基準を参酌することとされました。これに伴い、設備運営基準第１条第１項について従

うべき基準と参酌すべき基準の区別を削除し、設備運営基準で定める事項を全て参酌すべ

き基準となりました。参酌すべき基準となったことに伴い、設備運営基準第１０条第３項

及び附則第２条に規定する放課後児童支援員について令和２年３月３１日に経過措置が終

了することを踏まえ、これを１年間延長し、利用する児童の安全の確保について最大限留

意すること、児童が安心して放課後の時間を過ごせる居場所とすること及び事業の質を確

保するため、都道府県知事が行う放課後児童支援員認定資格研修を受講していない職員に

対して研修受講機会を確保するよう特段の配慮を行うこととされたことから、今回の条例

を改正をいたしました。

１８ページを読み上げます。中頓別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例（平成２６年条例第１８号）の一部を次のように改正する。

附則第２条中「平成３２年３月３１日」を「令和３年３月３１日」に改める。

附則、この条例は、公布の日から施行する。

以上、ご説明させていただきました。よろしくご審議のほどお願いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討

論を行います。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第６号を採決しま

す。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第６号 中頓別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決されました。

◎議案第７号

〇議長（村山義明君） 日程第２０、議案第７号 中頓別町国民健康保険病院条例の一部

を改正する条例の制定の件を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第７号 中頓別町国民健康保険病院条例の一部を改正する条

例の制定について、長尾事務長から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 長尾国保病院事務長。

〇国保病院事務長（長尾 享君） それでは、議案第７号 中頓別町国民健康保険病院条

例の一部を改正する条例の制定についてご説明申し上げます。

議案第２１ページをお開きください。議案第７号 中頓別町国民健康保険病院条例の一

部を改正する条例の制定について。

中頓別町国民健康保険病院条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

２４ページをお開きください。改正の要旨でございますが、平成３１年７月から開始し

てきました指定居宅サービスの通所リハビリテーションと令和２年４月から開始する居宅

介護支援事業について新たな任務を加えるとともに、医務部における内部局に訪問看護・

居宅介護支援室を追加するものです。

２３ページを御覧ください。新旧対照表で説明いたします。第３条、任務の５号に、通

所リハビリテーション事業を行い適切な居宅サービスを提供すること、６号に居宅介護支

援事業所の指定を受け、事業所の介護支援専門員が、要介護状態または要支援状態にある

者に対し、適正な指定居宅介護支援を提供することを追加し、第１３条、内部局、医務部

のリハビリテーション室の次に訪問看護・居宅介護支援室を追加するものであります。

さらに、第１４条、医務部の１０号を１１号とし、９号に次に１０号、居宅介護支援に

関する事項を追加しております。

２２ページにお戻りください。附則、この条例は、令和２年４月１日より施行する。

以上でございます。よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。
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〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討

論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第７号を採決しま

す。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第７号 中頓別町国民健康保険病院条例の一部を改正する条例は原案のと

おり可決されました。

◎議案第８号

〇議長（村山義明君） 日程第２１、議案第８号 指定管理者の指定の件（中頓別鍾乳洞

自然ふれあい公園）を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第８号 指定管理者の指定について、平中産業課長から説明

をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 平中産業課長。

〇産業課長（平中敏志君） それでは、議案の２５ページになります。議案第８号 指定

管理者の指定について。

下記の公の施設の指定管理者を指定することにつき、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により議会の議決を求める。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

公の施設の名称は、中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園、指定管理者となる団体の名称は有

限会社中頓別振興公社、指定管理者となる団体の所在につきましては記載のとおりでござ

います。指定の期間でございますが、令和２年４月１日から令和６年３月３１日までの４

年間とするものでございます。

同社につきましては、いわゆる第三セクターとして設立された企業であり、これまでも

当該施設の指定管理実績も有していることから、非公募による指定とさせていただきまし

た。これまでの管理状況等においても特に問題はなく、今後の事業計画や収支計画におい

ても問題ないということから、継続して指定管理者とすることについて適当という判断を

したところでございます。

以上、説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいたします。
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〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 指定管理の申請者である中頓別振興公社のこれまでの実績等々

を考えると、これを行ってもらうこと自体は何も問題はないと、基本的にはそう思ってい

ます。ただ、以前にも言ったように、これは町長の考え方になるわけだけれども、せっか

く中頓別町の観光資源を統括し、運営しようとしたＤＭＯができて、観光ビューローなん

ていう名前までつけておいて、この一大観光地である鍾乳洞は振興公社だよというこの考

え方、基本的になっていないと思うのです。やっぱりこれは観光ビューローが統括してや

って、委託管理で振興公社がこれまでどおりの実績で鍾乳洞をやる、鍾乳洞の委託管理を

してくれるということ自体はいいと思うけれども、本来はＤＭＯが指定管理者となって、

責任を持ってやるという大きな構想に移らなかったら、観光ビューローなんていう名前つ

けたら駄目だ。だから、将来的でもいいからと前にもそれを言ってあるはずです。将来的

にも中頓別町の地域だけでも観光を取りまとめて行うような法人になってほしいという願

いも込めて、これからのこと、将来の話でもいいですからしてください。

〇議長（村山義明君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） ご意見については真摯に受け止めて、今後において検討していき

たいというふうに思います。

〇議長（村山義明君） ほかに質疑ありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討

論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第８号を採決しま

す。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第８号 指定管理者の指定の件（中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園）は原案

のとおり可決されました。

◎議案第９号

〇議長（村山義明君） 日程第２、議案第９号 指定管理者の指定の件（中頓別町社会教

育施設等）を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第９号 指定管理者の指定について、工藤教育次長から内容
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の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 工藤教育次長。

〇教育次長（工藤正勝君） 議案第９号、議案のページが２６ページになります。指定管

理者の指定について。

下記の公の施設の指定管理者を指定することにつき、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により議会の議決を求める。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

公の施設でございます。中頓別町社会教育施設等、指定管理者となる団体の名称、有限

会社中頓別振興公社、指定管理者となる団体の所在、枝幸郡中頓別町字寿６４番地１、指

定期間でございます。令和２年４月１日から令和６年３月３１日までの４年間でございま

す。

これまで中頓別町野外レクリエーション施設、中頓別町寿スキー場、寿公園の指定管理

を受託しており、適切な施設設備の維持管理により住民の憩いの場の提供に努めてきてお

ります。今後においても効果的、効率的な事業の展開が期待でき、目的を達成することが

できるものと考え、今回ご提案させていただきます。

ちなみにですけれども、今回スキー場のオープンは通常どおり行いましたが、今現状の

スキーの入場者でございますけれども、昨年５万人を超えています。今回２月末現在では

４万６，０００人を超えてきているところでございますけれども、引き続きスキー場の管

理運営もお願いしたいというふうに考えております。ちなみに、今回リフトの改修後にロ

ッジの改修が終わり、圧雪車の更新も終わってきております。今後も改修した施設設備に

ついても十分に維持管理をしていき、また施設を十分に活用していきたいというふうに考

えておりますので、追加して説明をさせていただきます。

よろしくご審議のほどをお願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第９号を採決しま

す。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第９号 指定管理者の指定の件（中頓別町社会教育施設等）は原案のとお

り可決されました。

◎議案第１０号
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〇議長（村山義明君） 日程第２３、議案第１０号 中頓別町道路線の廃止の件を議題と

します。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第１０号 中頓別町道路線の廃止について、土屋建設課長か

ら説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 土屋建設課長。

〇建設課長（土屋順一君） それでは、ご説明いたします。

２７ページになります。議案第１０号 中頓別町道路線の廃止について。

道路法第１０条第１項の規定に基づき、中頓別町道路線を下記のとおり廃止する。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

整理番号４２、路線名、周麿２号線、供用開始の区間、起点、字松音知１５９の１、終

点、字松音知１６０、延長２４０メートル、用地幅員、最大８メートル、最小８メートル

となります。

路線の場所につきましては、配付しております説明資料のとおりとなります。

廃止の理由といたしまして、農地耕作条件改善事業実施のため廃道とするものとなりま

す。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討

論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第１０号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第１０号 中頓別町道路線の廃止の件は原案のとおり可決されました。

◎議案第１１号

〇議長（村山義明君） 日程第２４、議案第１１号 中頓別町道路線の認定の件を議題と

します。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第１１号 中頓別町道路線の認定について、土屋建設課長か
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ら内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 土屋建設課長。

〇建設課長（土屋順一君） 続きまして、２８ページになります。議案第１１号 中頓別

町道路線の認定について。

道路法第８条第２項の規定に基づき、中頓別町道路線を下記のとおり認定する。

令和２年３月３日提出、中頓別町長。

整理番号２０６、路線名、寿スキー場線、供用開始の区間、起点、字寿５７の１３、終

点、字寿５７の６、延長８０メートル、用地幅員、最大８メートル、最小８メートルとな

ります。

路線の場所につきましては、配付しております説明資料のとおりとなります。

認定理由につきましては、寿スキー場駐車場からロッジへ向かう道路の整備が完了した

ことから町道として維持管理するためのものとなります。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第１１号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第１１号 中頓別町道路線の認定の件は原案のとおり可決されました。

◎休会の議決

〇議長（村山義明君） これで本日の日程は全て終了しました。

お諮りします。明日３月４日から３月６日までは休会としたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、明日３月４日から３月６日までは休会とすることに決しました。

◎散会の宣告

〇議長（村山義明君） 本日はこれにて散会いたします。

ご苦労さまでした。

（午後 ２時３９分）
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